
勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
た
同
窓
会

____________________________________________________

小
川　

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
実
は
、

私
は
彫
刻
コ
ー
ス
で
塚
本
君
の
１
つ
上
、

菱
田
さ
ん
は
２
つ
上
、
岸
田
さ
ん
は
短
大
・

立
体
コ
ー
ス
の
卒
業
生
に
あ
た
り
ま
す
。

塚
本　

先
輩
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川　

で
は
、
早
速
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、
彫
刻

同
窓
会
（
以
下
、Ｏ
Ｂ
会
）
は
ど
う
し
て
始

め
よ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
？ 　

塚
本　

僕
は
彫
刻
コ
ー
ス
代
表
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

当
時
の
瓜
生
山
同
窓
会
（
以
下
、
瓜
同
）

の
会
長
に
「
彫
刻
は
同
窓
会
や
ら
へ
ん

の
？
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。 

そ
の
前
年
、

清
水
九
兵
衛
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
、
連
絡
網
と
か
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業
生
連

名
の
も
の
が
必
要
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

「
彫
刻
コ
ー
ス
独
自
の
同
窓
会
組
織
を
作
ら

へ
ん
の
？
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
思
っ
た
ん

で
す
。
僕
の
勘
違
い
（
笑
） 

小
川　

な
る
ほ
ど
（
笑
）　

勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
て

10
年
間
続
け
て
み
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
か
？ 

塚
本　

彫
刻
は
元
々
、
先
輩
後
輩
の
結
び
つ
き
が

非
常
に
強
い
。
学
生
時
代
、
材
料
を
一
緒

に
買
い
に
行
っ
た
り
、
先
輩
の
制
作
の
手

伝
い
し
た
り
す
る
伝
統
が
あ
る
。
だ
か
ら

同
窓
会
も
10
年
続
い
た
と
思
い
ま
す
。 

小
川　

そ
の
間
、
塚
本
君
は
学
校
の
教
員
を
や
め
て
、

ピ
ッ
ツ
ア
の
留
学
を
し
て
開
業
準
備
も
し

て
た
？ 

塚
本　

は
い
。
教
員
は
や
り
が
い
も
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
ま
ま
終
わ
っ

て
い
い
の
か
な
っ
て
日
々
、
悶
々
と
し
て

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
母
親
か
ら
「
あ

ん
た
商
売
（
パ
ン
屋
）
や
ら
へ
ん
か
？
」
と

言
わ
れ
た
。
当
時
30
代
後
半
だ
っ
た
の
で
、

な
ん
か
す
る
な
ら
こ
れ
が
最
後
や
な
と

思
っ
て
。 

で
、
パ
ン
の
専
門
学
校
で
勉
強
し

て
ホ
テ
ル
や
有
名
な
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

で
修
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
パ

ン
屋
の
親
方
に
「
そ
の
歳
で
パ
ン
屋
は
し

ん
ど
い
」、「
ピ
ザ
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
結
構
本

気
で
考
え
て
く
れ
て
。
短
期
間
で
学
ぶ
な

ら
本
場
イ
タ
リ
ア
。
有
名
な
ピ
ッ
ツ
ア
職

人
の
と
こ
ろ
で
住
み
込
み
で
修
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
に
至
る
と

い
う
感
じ
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
お
店

____________________________________________________

小
川　

こ
の
お
店
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
れ
は
ま
た
、
ど
う
し
て
こ
う
い

う
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
？ 

塚
本　

大
学
、
大
学
院
と
行
っ
て
、
現
代
ア
ー
ト

の
作
家
に
な
り
た
い
と
思
わ
な
く
な
っ
た

ん
で
す
。
勉
強
し
す
ぎ
て
（
笑
）
ア
ー
ト

は
好
き
だ
け
ど
、
現
代
ア
ー
ト
の
ム
ー
ヴ

メ
ン
ト
に
興
味
が
持
て
な
い
。
そ
れ
な
ら

自
分
の
場
所
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

小
川　

え
っ
、
そ
う
な
ん
や 

（
笑
）
菱
田
さ
ん
、
何

か
質
問
あ
り
ま
す
か
。 

菱
田　

唐
突
や
ね
（
笑
） 『U

ruyam
a.S
culp 

tors.Exhibition

』（
以
下
、U

.S
.E.

展
）

を
10 
年
続
け
て
一
番
苦
労
し
た
こ
と
と
か

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。 

塚
本　

い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
最
初
の
頃
は
、

卒
業
生
で
作
品
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

方
が
少
な
く
て
、
声
を
か
け
て
も
な
か
な

か
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。「
俺
も
う
美
術

と
か
え
え
し
」
と
言
わ
れ
た
り
し
て
。 

あ
る

程
度U

.S
.E.

展
の
形
が
で
き
て
き
て
、
大

き
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
大
学

自
体
も
コ
ー
ス
が
無
く
な
っ
た
り
と
か
変

わ
っ
た
り
し
て
、
こ
の
先
ど
う
や
っ
て
続

け
て
い
く
の
か
、
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く

二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
十
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
活
動
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

平
成
30
年　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
10
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

6
月
12
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

7
月
8
日
〔
分
〕 

第
１
回　

芸
短
立
体
卒
業
者
の

 
 

状
況
確
認
報
告
会
議

7
月
12
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
事
業
打
合

7
月
14
日
〜
15
日
〔
支
〕
九
州
支
部
事
業
現
地
調
査

7
月
18
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

7
月
21
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

7
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

7
月
31
日
〔
支
〕
東
京
支
部
同
窓
会
開
催

8
月
25
日
〔
支
〕
美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

9
月
8
日
〔
本
〕
第
三
回
役
員
会

9
月
12
日
〔
本
〕
京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
16
日
〔
特
〕
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
17
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

10
月
27
日
〔
支
〕
広
島
支
部
会
議

11
月
18
日
〔
支
〕
九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
18
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
29
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

12
月
2
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

平
成
31
年　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
月
13
日 

〔
支
〕
美
唄
支
部
会
議

2
月
17
日 

〔
基
〕
卒
業
制
作
展
支
援

3
月
9
日
〜
10
日
〔
支
〕
中
部
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
16
日 

〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
21
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
中
間
監
査

3
月
28
日 

〔
基
〕
第
四
回
役
員
会

3
月
31
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　
「
第
１
回　
芸
短
立
体
卒
業
者
の
状
況
確
認
報
告
会
議
」
／
京
都
芸
術
短
期
大
学
（
立
体
コ
ー
ス
）

　

日
時
：
７
月
８
日

　

会
場
：
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
グ
ラ
ン
デ

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
））

　

◎
７
月
８
日
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
豪
雨
の
直
後
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
立
体
全
期
に
連
絡
し
、恩
師
を
含
め
53
名
の
仲
間
た
ち
と
、

と
て
も
懐
か
し
い
時
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
目
的
は
、
仲

間
の
状
況
確
認
の
ほ
か
に
、
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
会
と
の
繋
が
り
を
今
以

上
に
し
っ
か
り
と
形
成
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
の
２
０
２
２
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
短
大
の
頃
か
ら
唯
一
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
柴
田
先
生
が

退
官
さ
れ
る
の
で
、
出
席
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
に
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。（
宮
本
）

7
2018年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
18
日
（
土
）

　

◎
歌
舞
伎
座
１
３
０
年
八
月
納
涼
歌
舞
伎
の
観

劇
。
当
大
学
内
に
あ
る
春
秋
座
の
総
監
督
の

市
川
猿
之
助
さ
ん
も
出
演
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ

で
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」「
雨
乞
其
角
」
と

い
う
伝
統
的
な
演
目
を
参
加
者
30
名
と
共
に

観
劇
。
応
募
者
多
数
の
為
に
抽
選
に
漏
れ
た

方
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
松
竹

さ
ん
の
御
計
ら
い
で
と
て
も
良
い
席
で
見
れ
た
事
も
あ
り
、初
め
て
歌
舞
伎
を
実
際
に
見
て
と
て
も
迫
力
が
あ
っ

た
と
い
う
方
も
多
数
お
ら
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
歌
舞
伎
座
の
施
設
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
夕
刻
よ

り
「
銀
座
ラ
イ
オ
ン
」
で
の
懇
親
会
も
賑
や
か
に
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

8
2018年

月

■
九
州
支
部
同
窓
会

　
〜
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
〜

　

日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

　

会
場
：
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館

　

講
師
：
尼
崎 

博
正
先
生
（
日
本
庭
園
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
・
本
学
教
授
）

　

◎
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
鹿
児
島
・
名
勝
仙
巌
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
尚
古
集
成
館
の
講
義
室
に
て
学
芸
員
の
方
よ
り
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、
尼
崎
先
生
よ
り
庭
園
の
文
化
財
的
価
値
と
特
色
、
見

所
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食
懇
親
会
後
、
庭
園
を
所
有
管

理
す
る
島
津
興
業
の
ご
協
力
も
頂
き
、
尼
崎
先
生
の
深
い
解
説
を
受

け
な
が
ら
の
庭
園
見
学
と
な
り
、
中
国
や
琉
球
、
煎
茶
道
か
ら
の
影

響
や
当
時
の
流
行
な
ど
興
味
深
く
拝
見
し
な
が
ら
、
展
望
台
の
「
集

仙
台
」
ま
で
登
り
桜
島
の
絶
景
も
堪
能
し
ま
し
た
。（
岸
田
）

11
2018年

月
二
〇
一
九
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
計
画

〔
支
部
〕美
唄
支
部
事
業

　
『
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
で
ア
ー
ト
＆

　

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
』

　

日
程
：
６
月
22
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
17
時（
25
日
休
廊
）

　

Ｗ
Ｓ
：
６
月
22
日（
土
）14
時
〜
16
時
の
ち
懇
親
会

　

講
師
：
柴
田
純
生
先
生（
総
合
造
形
教
授
）

　
　
　
　

極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
〜
針
金
と
樹
脂
で
作

る
小
宇
宙
〜

　

◎
今
年
は
ワ
イ
ヤ
ー
と
樹
脂
を
使
っ
た
Ｗ
Ｓ
を
開
催
。鉱
石

な
ど
の
幾
何
形
体
の
原
則
を
知
る
。（
早
野
）

〔
本
部
〕臨
時
総
会
／
総
会
・
連
動
企
画

　

日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!?

　

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！

　

日
程
：
７
月
28
日（
日
）第
１
部 

12
時
〜 

第
２
部 

14
時
〜

　

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社 

〜 

料
理
旅
館
鶴
清

　

◎
１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
全
国
に
３
万
社
を
超
え
る
稲

荷
の
総
本
山 

伏
見
稲
荷
大
社
。今
や
世
界
で
も
有
数
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
信
仰

や
歴
史
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

実
で
す
。普
段
見
ら
れ
な
い
建
物
も
含
め
、
神
官
の
方
々

に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
京
都
の
歴
史
を
体
感
し
て

頂
き
ま
す
。ま
た
懇
親
会
は
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館

「
鶴
清
」の
納
涼
床
で
親
睦
を
深
め
ま
す
。（
小
川
）

〔
分
科
会
〕歴
史
遺
産
学
科

　

〜
２
０
１
９
年
度　

歴
史
遺
産
学
科　

同
窓
会
〜

　

日
程
：
11
月
16
日（
土
）午
後

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内

　

◎
岡
田
文
男
特
任
教
授
を
お
招
き
し
、「
23
年
間
の
実
習
授

業
か
ら
」と「
漆
の
中
の
小
宇
宙
」と
題
し
た
記
念
講
演
会

と
、在
学
生
も
交
え
た
立
食
形
式
の
懇
親
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
北
川
）

　
　〔

分
科
会
〕彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　

〜
京
都
造
形
芸
術
大
学（
彫
刻
・
立
体
造
形
・
総
合

　

造
形
コ
ー
ス
）・
京
都
芸
術
短
期
大
学（
立
体
コ
ー
ス
）・

　

卒
業
生
・
研
究
室
に
よ
る
作
品
展
〜「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．11
」

　

日
程
：
11
月
26
日（
火
）〜
12
月
１
日（
日
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

講
評
会
・
講
演
会
＆
懇
親
会（
予
定
）

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授（
美
術
工
芸
学
科
）

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）　

時
間
未
定

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

懇
親
会

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）19
時
30
分
〜

　

会
場
：
未
定　
　
　
　
（
岸
田
）

　
　

中
部
支
部
事
業
報
告

「
大
井
川
鉄
道
・
ア
プ
ト
山
岳
列
車
と
学
び
の
旅
」

令和元年第一号となりましたこの「蒼天Vol.18」を無事お届けできました。この記事を書いている時は平成で、発行するのは令和とい
う、とても貴重な体験をしている気がします。瓜生山同窓会は同窓会員の皆様と大学を繋ぎ、会員同士を繋ぎ、総会や支部事業や分科
会にて皆様が学べる楽しめる企画・事業をしていく予定です。お一人でも大丈夫です、皆様のご参加をお待ちしております。（小川）

編集
後記

〔
支
部
〕中
部
支
部
事
業

　

◎
２
０
１
８
年
度 

大
井
川
鉄
道
ツ
ア
ー
で
も
御
同
行
頂
き

「
も
っ
と
話
を
聞
き
た
か
っ
た
！
」
と
い
う
参
加
者
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
の
第
二
段
！　

ふ
た
た
び
菅
原
真

弓
先
生
に
講
師
に
お
招
き
し
、浮
世
絵
の
世
界
を
楽
し
く

学
べ
る
企
画（
恵
那
市　

中
山
道
広
重
美
術
館
付
近
で
開

催
予
定
）
を
現
在
計
画
中
で
す
！　

乞
う
ご
期
待
下
さ

い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕広
島
支
部
事
業

　

◎
日
時
は
未
定
で
す
が
、年
度
内
に
会
員
の
交
流
と
懇
親
を

目
的
と
し
た
事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。中
四
国
エ
リ

ア
だ
け
で
な
く
、全
国
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！（
菱
田
）

　
　〔

支
部
〕九
州
支
部
事
業

　

◎
今
年
の
会
場
は
３
年
ぶ
り
の
福
岡
で
す
。

　
　

現
在
企
画
協
議
中
！

　
　

決
定
次
第
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。（
早
野
）

　
　〔

本
部
〕

　

そ
の
他　

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
展
援
助
、

　

朝
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

　

役
員
会
、支
部
Ｍ
Ｔ
適
宜
開
催

２
０
１
９
年
３
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

　

全
国
私
鉄
の
旧
車
両
や
Ｓ
Ｌ
に
乗
れ
る

事
で
人
気
を
博
し
て
い
る
、
静
岡
県
は
大

井
川
鐡
道
を
楽
し
み
秘
境
の
温
泉
と
し
て

名
高
い
寸
又
峡
温
泉
で
の
懇
親
会
と
い
う

一
泊
二
日
の
濃
厚
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
金
谷
駅
か
ら
は
昭
和
33
年
製
の
旧
南

海
電
鉄
の
通
称
ズ
ー
ム
カ
ー
で
千
頭
駅

へ
。
井
川
線
の
ア
プ
ト
式
山
岳
列
車
に
乗

り
換
え
、
小
さ
な
車
内
で
激
し
く
揺
ら
れ

な
が
ら
大
井
川
沿
線
の
豊
か
な
風
景
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
よ
う
な
山
道
を
バ
ス
で
下
り
、

本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
菅
原
真
弓
先
生

に
「
街
道
絵
の
魅
力
〜
広
重
の
浮
世
絵
版

画
か
ら
」
と
題
し
た
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
大
変
興
味
深
い
お
話
は
時
間
が
足

ら
な
か
っ
た
程
で
大
変
好
評
で
し
た
。
行

程
上
駆
け
足
で
の
移
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
日
帰
り
チ
ー
ム
は
こ
の
後
Ｓ
Ｌ
に

乗
っ
て
下
山
、
宿
泊
組
は
そ
の
後
秘
境
の

温
泉
と
言
わ
れ
る
寸
又
峡
温
泉
に
移
動
し

て
山
の
幸
を
楽
し
む
懇
親
会
。「
和
楽
座
」

の
語
り
部
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
民
話
も
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ゆ
っ
た

り
と
温
泉
も
楽
し
め
る
と
い
う
盛
り
沢
山

の
内
容
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
も
大
変

に
満
足
さ
れ
た
様
子
で
、
大
盛
況
の
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

■
北
海
道
支
部
同
窓
会

　

日
時
：
11
月
18
日
（
日
）

　

◎
北
海
道
支
部
同
窓
会
が
２
０
１
８
年
11
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

「
第
12
回
ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
２
０
１
８
」
の
最
終
日
に
合
わ
せ
、
講

演
会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
会
場
で
の
講
演
会
は
、「
身
体
・
場
所
・
芸
術
」

を
テ
ー
マ
に
、
通
信
教
育
部
芸
術
教
養
学
科
教
授
の
上
村
博
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
合
わ
せ
、
参

加
者
は
延
べ
32
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
が

上
村
先
生
を
囲
ん
で
近
況
報
告
や
制
作
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。（
菱
田
）

〔
支
部
〕兵
庫
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
を
予
定

　

◎
写
経
＋
精
進
料
理
の
体
験
ツ
ア
ー
、酒
蔵
巡
り
＋
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、
兵
庫
県
内
の
魅
力
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
支
部
役
員
が
鋭
意
企
画
中
で
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
渡
部
）

　
　〔

支
部
〕東
京
支
部
事
業

　

日
程
：
10
月
６
日（
日
）13
時
〜

　

◎
本
年
の
東
京
支
部
同
窓
会
は
、外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス
で
イ
ン

ド
ア
で
の
開
催
予
定
で
す
。講
師
に
は
、
様
々
な
メ
ヂ
ィ
ア

に
も
露
出
の
多
い
本
間
正
人
副
学
長
を
お
招
き
し
、楽
し
く

学
べ
そ
し
て
日
々
の
力
に
な
る
様
な
企
画
を
現
在
計
画
中

で
す
！
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕北
海
道
支
部

　

第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
程
：
11
月
12
日（
火
）〜
17
日（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

◎
会
期
中
の
11
月
17
日（
日
）に
、本
学
よ
り
芸
術
学
部
美
術

工
芸
学
科
の
奥
田
輝
芳
教
授
を
お
招
き
し
、講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。展
覧
会
へ
の
ご
出
品
、
お
よ
び
皆
様
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。（
菱
田
）

　
　

＊
企
画
の
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、順
次
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
公
開
し
ま
す
。

　

郵
送
で
の
ご
案
内
は
通
常
、開
催
地
近
隣
の
住
所
を
お
届
け
の
同
窓
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、遠
方
か
ら
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ぜ
ひ
懐
か
し
い
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
・
連
動
企
画

　

７
月
21
日
（
土
）
瓜
生
山
同
窓
会
総
会
が
造
形
大
学
内
に
て
厳
粛
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
会
員
の
皆
様
に
は
全
国
か
ら
京
都
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
労
い
の
意
味
を
込
め
て
総
会
連
動
企
画
と
し

て
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
で
瓜
生
山
同
窓
会
ら
し
い
視
点
で
の
観
光
や

食
事
の
場
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
、「
港
町
伏
見
の
散
策
と
懇
親
会
」
の
テ
ー
マ
で
寺
田
屋
、

十
石
船
遊
覧
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
等
、
酒
の

ま
ち
伏
見
、
港
町
伏
見
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
内
容
で
地
域
を
散
策
し

ま
し
た
。
当
日
は
少
し
暑
い
日
で
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
の
河
童
博
物

館
で
地
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
涼
む
時
間
が
長
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
伏
見
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
旅
籠
「
寺
田
屋
」

は
歴
史
に
出
て
く
る
幕
末
志
士
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
見
学

で
き
る
施
設
で
、
参
加
者
と
と
も
に
訪
問
し
幕
末
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
で
は
酒
造
り
工
程
を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
酒
の
試
飲
な
ど
も
あ
り
酒
の
ま
ち
伏
見
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

散
策
の
最
後
に
は
「
鳥
せ
い
」
に
て
懇
親
会
を
お
こ
な
い
、
鳥
料
理
を

頂
き
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。（
冨
家
）

3
2019年

月

第一部　臨時総会／総会
　会場：伏見稲荷大社　社務所
　日時：2019年7月28日（日）
　　　　11：30　受付開始
　　　　12：00　御祈祷
　　　　12：45　臨時総会
　　　　13：15　総会

第二部〈総会連動企画〉　
　日本の歴史が体感できる！？ 伏見稲荷大社を知り尽くそう！
　1300年の歴史ある全国に３万社を超える稲荷の総本山 伏見稲荷大社。今や世界でも有数の観光スポットとなってい
ます。しかし、その信仰や歴史についてはあまり知られていないのが現実です。普段見られない建物も含め、神官
の方々に案内してもらいながら京都の歴史を体感して頂きます。また懇親会は五条木屋町の料理旅館「鶴清」の納
涼床で親睦を深めます。是非ご参加ください。
　　　　14：30　社務所にて伏見稲荷大社についてご説明頂いた後、社務所見学
 →非公開のお茶室見学→大鳥居前で記念写真→稲荷自由散策（たくさんの見学場所がありますのでご自
 由に回って頂きます。）

　　　　17：30　料理旅館　鶴清（お風呂で汗を流して頂き、懇親会は納涼床をお楽しみ頂きます。）
 第二部会費　◎10,000円

　参加申し込み　
瓜生山同窓会ホームページ『イベント』の総会企画のページから簡単にお申し込みいただくことができます。
FAXでのお申し込みも可能です。（同封の申込用紙をご利用下さい。）
「イベント参加申込フォーム」からのお申込みの場合は必ず備考欄に以下の記入をお願いします。

　　参加区分　　　　第1部のみ or 第2部のみ or 両方参加をお知らせください
　　同伴者の有無　　同伴者がおられる場合は、同伴者氏名をお知らせください

　申し込み締め切り
　◎7月21日（日）必着

瓜
生
山
同
窓
会
、

総
会
を
開
催
し
ま
す

京都造形芸術大学附属高等学校
芸術教育を通して、社会の変革に役立てることのできる人材
の育成を目指す京都造形芸術大学。附属高校である本校で
は、生徒が同様のチカラを養えるよう、芸術教育におけるデ
ザイン思考を取り入れた「普通科」の「通信制高校」として
開校いたしました。社会で役立つ「コミュニケーション能
力」、他者を思いやる「想像力」と新たなる価値を生み出す
「創造力」を育み、生徒の思いや考えを取り入れながら作り
上げる、新しいカタチの通信制高校を目指しています。

認可保育園こども芸術大学
ここ瓜生山は、豊かな自然が息づくところで、京都造形芸術大学の中にあり、もの
を生み出し創る情熱とエネルギーを身近に感じられます。この息吹こそは、こども
が生まれながらにもっている自ら生きようとする力です。「こどもこそ未来」と提
唱され、「未来館」にある「認可保育園　こども芸術大学」の保育の創造が始まり
ます。不思議な感動、不思議な心に描かれる心象を、あるがままに思い描き、表現
し、伝え合い、喜び合い、認め合い、育ちあう保育園です。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
祝
辞
（
抜
粋
）

９
月
16
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

開
会
式
典
祝
辞

瓜
生
山
同
窓
会　
会
長　
冨
家
裕
久

　
（
略
）
芸
短
か
ら
数
え
る
と
も
も
う
少
し
遡
り
ま
す
が
、
造
形
大
が
誕
生

か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
約
20
年
の
同
窓
会
は
今
ま
で
は
「
黎
明
期
」
と
位

置
づ
け
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
の
期
間
で
し
た
、
拡
大
し
て
い
く
大
学
に

合
わ
せ
て
同
窓
会
も
絶
え
ず
状
況
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
大
学

の
価
値
と
は
、
そ
れ
は
卒
業
生
が
如
何
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
か
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
我
々
同
窓
生
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
活
動
こ
そ
が

大
学
の
価
値
に
つ
な
が
り
、
母
校
に
対
し
て
高
い
自
尊
心
を
持
て
る
と
考

え
ま
す
。
同
窓
会
会
員
は
、
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
仲
間
同
士
で
協
力
し

合
い
評
価
を
高
め
あ
え
る
こ
と
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
更
な
る
発
展
が
望
め

ま
す
。
こ
れ
か
ら
次
の
20
年
に
向
け
て
「
黎
明
期
」
を
脱
却
し
「
発
展
期
」

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
未
来
に
あ
る
「
成
熟
期
」
に
向

け
て
会
員
皆
様
の
人
的
協
力
、
運
営
の
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。（
中
略
）

こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
新
た
に
人
と
の
繋
が
り
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
年
も
こ
う
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
大
学
で
会
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
も
横
の
繋
が
り
、
縦
の
繋
が
り
、
大
学
と
の
繋
が
り
、
を

続
け
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
い
、
い
ろ
ん
な
分
野
が
混
ざ
り
合
っ
た

学
科
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

け
ど
、
ま
だ
分
か
れ
て
い
た
頃
、
彫
刻
の

頃
で
面
白
か
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す

か
？ 

塚
本　

人
生
の
面
白
か
っ
た
こ
と
の
半
分
は
あ
の

４
年
間
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
じ
ゃ
な

い
。
毎
日
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
卒
業
し
て
、

ち
ょ
っ
と
病
ん
で
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
大
学
が
面
白
す
ぎ
た
。
答
え
て
い
っ

た
ら
き
り
が
な
い
く
ら
い
（
一
同
笑
） 

小
川　

正
直
に
言
っ
て
僕
も
大
学
時
代
面
白
か
っ

た
で
す
ね
。
好
き
勝
手
出
来
る
と
い
う
か
。

無
理
や
り
好
き
勝
手
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
ど
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
大
学
時
代
が
、

充
実
し
て
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
思
う
の
は
、

大
学
で
彫
刻
の
技
術
を
学
ん
だ
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
想
像
力
や
人
生
の
豊
か
さ
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
ね
。 

小
川　

今
後
の
目
標
や
展
開
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
基
本
的
に
の
び
の
び
で
や

り
た
く
て
。
最
近
、
興
味
が
あ
る
の
は
、

イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
生
地
で
オ
ブ

ジ
ェ
を
作
る
大
会
が
あ
る
ん
で
す
。
コ
ロ
ッ

セ
オ
と
か
作
っ
た
り
。
ア
ー
ト
界
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
こ
う
い
う
の
で
世
界
一
目
指
し

て
み
て
も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

思
っ
た
り
。 

あ
と
、
京
都
は
と
て
も
ア
ー
ト

が
盛
ん
な
場
所
で
す
け
ど
、
大
阪
は
そ
こ

ま
で
じ
ゃ
な
い
と
い
う
体
感
が
あ
っ
て
、

自
分
の
住
ん
で
る
周
り
は
、
ア
ー
ト
が
盛

ん
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。 

小
川　

塚
本
君
の
学
生
時
代
か
ら
彫
刻
同
窓
会
の

こ
と
、
自
身
の
ア
ー
ト
、
お
店
の
こ
と
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
伺
う
事

が
で
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
同
窓
会
っ

て
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
（
前
衛
的
）
な
方

向
に
持
っ
て
い
く
の
が
出
来
な
く
て
。 

菱
田　

立
ち
上
げ
か
らU

.S
.E.

展
に
関
わ
っ
て
い

る
柴
田
先
生
が
、「
最
初
は
仲
間
内
で
グ

ル
ー
プ
展
の
つ
も
り
が
、
ど
ん
ど
ん
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。」
と
言
わ
れ
て
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
意
図
し
て
展
覧
会
の
質

を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
正
直
な
と
こ
ろ
。 

塚
本　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
僕
と
し
て
は
、

ど
こ
か
の
野
外
展
の
コ
ン
ペ
み
た
い
な
展

覧
会
に
し
た
く
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、

誰
で
も
出
し
て
、「
俺
、
一
緒
に
展
示
さ
れ

る
の
無
理
や
わ
」
み
た
い
に
な
る
の
も
違

う
な
と
。
全
員
が
全
員
良
い
と
言
う
展
覧

会
は
難
し
い
。
そ
れ
は
ず
っ
と
悩
ん
で
ま

し
た
ね
。 

岸
田　

今
規
模
が
60
名
弱
ぐ
ら
い
で
す
か
？　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ
を
全
館
貸
し
切
り

の
す
ご
い
規
模
で
、
私
は
第
４
回
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
毎
回
レ
ベ
ル

も
上
が
っ
て
い
る
し
、
す
ご
い
大
所
帯
な

の
で
と
り
ま
と
め
て
い
く
の
は
大
変
だ
っ

た
ん
と
違
い
ま
す
か
？ 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
前
職
は
あ
る
程
度
時
間
の

余
裕
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
難
し
い

で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ま
と
め

役
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
段
々
若
返
っ
て
、

コ
ー
ス
の
伝
統
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
れ
が
Ｏ
Ｂ
会
の
存
続
に
も
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

大
学
時
代
が
充
実
し
て
い
た
か
ら

____________________________________________________

小
川　

で
は
、
大
学
時
代
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
て
。
今
は
彫
刻
と
い
う
名
前
で
は

な
く
、
総
合
造
形
と
名
前
が
変
わ
っ
て
し

■
広
島
同
窓
会

　

日
程
：
３
月
16
日
（
土
）

　

◎
雲
が
流
れ
る
青
空
、
少
し
肌
寒
い
朝
。
今
回
の
同
窓
会
は
講
評
の
渡
部
先
生
も
含
め
、
総
勢
15
名
の
参
加
。
ま

ず
は
広
島
駅
北
に
あ
る
「
オ
コ
ス
タ
」
に
て
、
お
好
み
焼
き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
み
な
さ
ん
楽
し
く
、
美
味
し

く
焼
い
て
も
ら
え
た
よ
う
。
そ
し
て
、
宮
島
で
の
写
真
散
歩
に
向
か

う
。
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
ら
れ
た
よ
う
だ
。
様
々
な

ア
ン
グ
ル
、
思
い
で
撮
ら
れ
た
面
白
い
写
真
の
数
々
。
合
評
も
和
気

あ
い
あ
い
と
い
う
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
河
本
）

2019
年度
2019
年度

｢京都造形芸術大学附属高等学校｣、
｢認可保育園こども芸術大学」が2019年4月、誕生しました。

■
美
唄
支
部
事
業

　

日
程
：
８
月
25
日
（
土
）
〜
９
月
２
日
（
日
）　

Ｗ
Ｓ　
８
月
25
日
（
土
） 　

 

　

場
所
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
＆
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

　

講
師
：
中
山
博
喜
先
生
（
創
造
学
習
セ
ン
タ
ー
准
教
授
） 

　

◎
２
０
１
８
年
度
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
で
の
開
催
。
中
山
先
生
よ
り
コ

ラ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
制
作
し
ま
し
た
。
中
山
先
生
の
授
業
を
受
け
た

卒
業
生
も
道
内
か
ら
参
加
さ
れ
、
再
会
に
歓
喜
〜
真
剣
に
制
作
〜
和

や
か
な
懇
親
会
と
、
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。（
佐
藤
）

■
京
造
ね
ぶ
た
：
同
窓
会
賞

　

日
程
：
９
月
12
日
（
水
） 　

 

　

◎
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
京
造
ね
ぶ
た
」
は
大
学
１
回
生
た
ち
が
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
瓜

生
山
同
窓
会
と
し
て
製
作
期
間
中
に
お
菓
子
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
行
い
激
励
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
を
中

心
に
多
く
の
作
品
が
学
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
も
の
丁
寧
に
作
り
こ
ん
だ
も
の

な
ど
良
い
作
品
も
多
か
っ
た
で
す
。
点
灯
式
後
の
授
賞
式
は
春
秋
座
に
て
行
い
今
年
は
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
、

同
窓
会
か
ら
も
同
窓
会
賞
を
出
し
同
窓
会
の
ア
ピ
ー
ル
及
び
１
回
生

へ
の
激
励
を
致
し
ま
し
た
。（
冨
家
）

9
2018年

月2
2019年

月

■
卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
程
：
２
月
17
日
（
日
）

　

場
所
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　

学
生
食
堂

　

◎
本
年
度
も
８
０
０
０
０
㎡
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使
っ
た
卒
業
展
大
学
院
修
了

展
が
行
わ
れ
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
食
事
と
同
窓
会
賞
で
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
尾
池
学
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
冨
家
会
長
も
挨
拶
を
さ
れ
、
引
き
続
き

各
コ
ー
ス
の
受
賞
者
に
賞
状
と
賞
金
が
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
る
と
、
卒
業
生
た

ち
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
、
参
加
者
み
ん
な
で
祝
福
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
生
活
の
最
後
を
飾
る
に
相
応
し
い
素
晴

ら
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

Volume
2019.06.

18
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期
大
学

瓜
生
山
同
窓
会
会
報

編
集
・
発
行
：
瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局

〒
６
０
６‐

８
２
７
１　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
山
２‐

１
１
６

http://uridou.jp

Volume
2019.06.

18

　

大
阪
、
生
野
区
。
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

同
居
し
た
店
が
あ
る
。 「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
・
カ
サ
デ
ィ

エ
ッ
ロ
」 

２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
。
本
格
的
な
薪
窯

で
ナ
ポ
リ
ス
タ
イ
ル
の
ピ
ッ
ツ
ア
を
焼
き
、
自
家
製
の

食
パ
ン
も
人
気
だ
。２
Ｆ
の
客
席
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

著
名
な
作
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
地
域
の
作
家
達
の
作

品
が
常
時
展
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
テ
レ
ビ
番

組
14
本
、
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
、
多
数
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

こ
の
お
店
を
経
営

す
る
の
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業

（
四
期
生
）
の
塚
本
敬
次
さ
ん
。「
カ
サ
デ
ィ
エ
ッ
ロ
」

と
は
、
塚
本
さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
修
行
時

代
に
師
匠
に
付
け
ら
れ
た
ア
ダ
名
が
由
来
。
ナ
ポ
リ
で

復
活
祭
の
時
に
食
べ
る
お
肉
や
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
パ
ン
の
名
前
と
の
こ
と
。 「
師
匠
に
よ
る
と
、

見
た
目
が
ガ
ッ
チ
リ
し
て
る
か
ら
、
肉
や
油
が
詰
ま
っ

た
ヤ
ツ
。
と
い
う
意
味
ら
し
い
で
す
ね
（
笑
）」
と
塚

本
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
語
る
。 

一
方
、
彼
は
２
０
０
８

年
か
ら
彫
刻
コ
ー
ス
の
独
自
の
同
窓
会
を
設
立
し

『U
ruyam

a.Sculptors.Exhibition

』、
通
称U

.S
.E.

と
い
う
彫
刻
同
窓
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
て

き
た
。彼
自
身
の
制
作
活
動
と
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

飲
食
店
経
営
と
い
う
、
一
見
繋
が
り
の
な
い
こ
れ
ら
を

結
び
つ
け
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
飲
食
店（
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
）を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
が
た
ど
り
着
い
た
ア
ー
ト
と
ピ
ッ
ツ
ア
の
間
に

は
ど
ん
な
関
係
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。 

聞
き
手
に
小
川

文
斎
氏
、
菱
田
太
郎
氏
、
岸
田
あ
ゆ
ち
氏
の
３
名
を
迎

え
て
、
学
生
時
代
の
想
い
出
か
ら
、
彫
刻
同
窓
会
に
つ

い
て
、
現
在
の
仕
事
や
ア
ー
ト
に
つ
い
て
様
々
な
体
験

談
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ピ
ッ
ツ
ァ

彫
刻

同
窓
会

塚
本
敬
次

彫
刻
４
期
生

20192019



勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
た
同
窓
会

____________________________________________________

小
川　

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
実
は
、

私
は
彫
刻
コ
ー
ス
で
塚
本
君
の
１
つ
上
、

菱
田
さ
ん
は
２
つ
上
、
岸
田
さ
ん
は
短
大
・

立
体
コ
ー
ス
の
卒
業
生
に
あ
た
り
ま
す
。

塚
本　

先
輩
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川　

で
は
、
早
速
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、
彫
刻

同
窓
会
（
以
下
、Ｏ
Ｂ
会
）
は
ど
う
し
て
始

め
よ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
？ 　

塚
本　

僕
は
彫
刻
コ
ー
ス
代
表
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

当
時
の
瓜
生
山
同
窓
会
（
以
下
、
瓜
同
）

の
会
長
に
「
彫
刻
は
同
窓
会
や
ら
へ
ん

の
？
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。 

そ
の
前
年
、

清
水
九
兵
衛
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
、
連
絡
網
と
か
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業
生
連

名
の
も
の
が
必
要
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

「
彫
刻
コ
ー
ス
独
自
の
同
窓
会
組
織
を
作
ら

へ
ん
の
？
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
思
っ
た
ん

で
す
。
僕
の
勘
違
い
（
笑
） 

小
川　

な
る
ほ
ど
（
笑
）　

勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
て

10
年
間
続
け
て
み
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
か
？ 

塚
本　

彫
刻
は
元
々
、
先
輩
後
輩
の
結
び
つ
き
が

非
常
に
強
い
。
学
生
時
代
、
材
料
を
一
緒

に
買
い
に
行
っ
た
り
、
先
輩
の
制
作
の
手

伝
い
し
た
り
す
る
伝
統
が
あ
る
。
だ
か
ら

同
窓
会
も
10
年
続
い
た
と
思
い
ま
す
。 

小
川　

そ
の
間
、
塚
本
君
は
学
校
の
教
員
を
や
め
て
、

ピ
ッ
ツ
ア
の
留
学
を
し
て
開
業
準
備
も
し

て
た
？ 

塚
本　

は
い
。
教
員
は
や
り
が
い
も
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
ま
ま
終
わ
っ

て
い
い
の
か
な
っ
て
日
々
、
悶
々
と
し
て

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
母
親
か
ら
「
あ

ん
た
商
売
（
パ
ン
屋
）
や
ら
へ
ん
か
？
」
と

言
わ
れ
た
。
当
時
30
代
後
半
だ
っ
た
の
で
、

な
ん
か
す
る
な
ら
こ
れ
が
最
後
や
な
と

思
っ
て
。 

で
、
パ
ン
の
専
門
学
校
で
勉
強
し

て
ホ
テ
ル
や
有
名
な
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

で
修
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
パ

ン
屋
の
親
方
に
「
そ
の
歳
で
パ
ン
屋
は
し

ん
ど
い
」、「
ピ
ザ
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
結
構
本

気
で
考
え
て
く
れ
て
。
短
期
間
で
学
ぶ
な

ら
本
場
イ
タ
リ
ア
。
有
名
な
ピ
ッ
ツ
ア
職

人
の
と
こ
ろ
で
住
み
込
み
で
修
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
に
至
る
と

い
う
感
じ
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
お
店

____________________________________________________

小
川　

こ
の
お
店
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
れ
は
ま
た
、
ど
う
し
て
こ
う
い

う
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
？ 

塚
本　

大
学
、
大
学
院
と
行
っ
て
、
現
代
ア
ー
ト

の
作
家
に
な
り
た
い
と
思
わ
な
く
な
っ
た

ん
で
す
。
勉
強
し
す
ぎ
て
（
笑
）
ア
ー
ト

は
好
き
だ
け
ど
、
現
代
ア
ー
ト
の
ム
ー
ヴ

メ
ン
ト
に
興
味
が
持
て
な
い
。
そ
れ
な
ら

自
分
の
場
所
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

小
川　

え
っ
、
そ
う
な
ん
や 

（
笑
）
菱
田
さ
ん
、
何

か
質
問
あ
り
ま
す
か
。 

菱
田　

唐
突
や
ね
（
笑
） 『U

ruyam
a.S
culp 

tors.Exhibition

』（
以
下
、U

.S
.E.

展
）

を
10 
年
続
け
て
一
番
苦
労
し
た
こ
と
と
か

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。 

塚
本　

い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
最
初
の
頃
は
、

卒
業
生
で
作
品
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

方
が
少
な
く
て
、
声
を
か
け
て
も
な
か
な

か
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。「
俺
も
う
美
術

と
か
え
え
し
」
と
言
わ
れ
た
り
し
て
。 

あ
る

程
度U

.S
.E.

展
の
形
が
で
き
て
き
て
、
大

き
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
大
学

自
体
も
コ
ー
ス
が
無
く
な
っ
た
り
と
か
変

わ
っ
た
り
し
て
、
こ
の
先
ど
う
や
っ
て
続

け
て
い
く
の
か
、
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く

二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
十
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
活
動
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

平
成
30
年　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
10
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

6
月
12
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

7
月
8
日
〔
分
〕 

第
１
回　

芸
短
立
体
卒
業
者
の

 
 

状
況
確
認
報
告
会
議

7
月
12
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
事
業
打
合

7
月
14
日
〜
15
日
〔
支
〕
九
州
支
部
事
業
現
地
調
査

7
月
18
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

7
月
21
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

7
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

7
月
31
日
〔
支
〕
東
京
支
部
同
窓
会
開
催

8
月
25
日
〔
支
〕
美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

9
月
8
日
〔
本
〕
第
三
回
役
員
会

9
月
12
日
〔
本
〕
京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
16
日
〔
特
〕
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
17
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

10
月
27
日
〔
支
〕
広
島
支
部
会
議

11
月
18
日
〔
支
〕
九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
18
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
29
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

12
月
2
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

平
成
31
年　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
月
13
日 

〔
支
〕
美
唄
支
部
会
議

2
月
17
日 

〔
基
〕
卒
業
制
作
展
支
援

3
月
9
日
〜
10
日
〔
支
〕
中
部
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
16
日 

〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
21
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
中
間
監
査

3
月
28
日 

〔
基
〕
第
四
回
役
員
会

3
月
31
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　
「
第
１
回　
芸
短
立
体
卒
業
者
の
状
況
確
認
報
告
会
議
」
／
京
都
芸
術
短
期
大
学
（
立
体
コ
ー
ス
）

　

日
時
：
７
月
８
日

　

会
場
：
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
グ
ラ
ン
デ

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
））

　

◎
７
月
８
日
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
豪
雨
の
直
後
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
立
体
全
期
に
連
絡
し
、恩
師
を
含
め
53
名
の
仲
間
た
ち
と
、

と
て
も
懐
か
し
い
時
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
目
的
は
、
仲

間
の
状
況
確
認
の
ほ
か
に
、
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
会
と
の
繋
が
り
を
今
以

上
に
し
っ
か
り
と
形
成
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
の
２
０
２
２
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
短
大
の
頃
か
ら
唯
一
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
柴
田
先
生
が

退
官
さ
れ
る
の
で
、
出
席
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
に
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。（
宮
本
）

7
2018年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
18
日
（
土
）

　

◎
歌
舞
伎
座
１
３
０
年
八
月
納
涼
歌
舞
伎
の
観

劇
。
当
大
学
内
に
あ
る
春
秋
座
の
総
監
督
の

市
川
猿
之
助
さ
ん
も
出
演
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ

で
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」「
雨
乞
其
角
」
と

い
う
伝
統
的
な
演
目
を
参
加
者
30
名
と
共
に

観
劇
。
応
募
者
多
数
の
為
に
抽
選
に
漏
れ
た

方
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
松
竹

さ
ん
の
御
計
ら
い
で
と
て
も
良
い
席
で
見
れ
た
事
も
あ
り
、初
め
て
歌
舞
伎
を
実
際
に
見
て
と
て
も
迫
力
が
あ
っ

た
と
い
う
方
も
多
数
お
ら
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
歌
舞
伎
座
の
施
設
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
夕
刻
よ

り
「
銀
座
ラ
イ
オ
ン
」
で
の
懇
親
会
も
賑
や
か
に
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

8
2018年

月

■
九
州
支
部
同
窓
会

　
〜
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
〜

　

日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

　

会
場
：
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館

　

講
師
：
尼
崎 

博
正
先
生
（
日
本
庭
園
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
・
本
学
教
授
）

　

◎
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
鹿
児
島
・
名
勝
仙
巌
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
尚
古
集
成
館
の
講
義
室
に
て
学
芸
員
の
方
よ
り
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、
尼
崎
先
生
よ
り
庭
園
の
文
化
財
的
価
値
と
特
色
、
見

所
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食
懇
親
会
後
、
庭
園
を
所
有
管

理
す
る
島
津
興
業
の
ご
協
力
も
頂
き
、
尼
崎
先
生
の
深
い
解
説
を
受

け
な
が
ら
の
庭
園
見
学
と
な
り
、
中
国
や
琉
球
、
煎
茶
道
か
ら
の
影

響
や
当
時
の
流
行
な
ど
興
味
深
く
拝
見
し
な
が
ら
、
展
望
台
の
「
集

仙
台
」
ま
で
登
り
桜
島
の
絶
景
も
堪
能
し
ま
し
た
。（
岸
田
）

11
2018年

月
二
〇
一
九
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
計
画

〔
支
部
〕美
唄
支
部
事
業

　
『
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
で
ア
ー
ト
＆

　

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
』

　

日
程
：
６
月
22
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
17
時（
25
日
休
廊
）

　

Ｗ
Ｓ
：
６
月
22
日（
土
）14
時
〜
16
時
の
ち
懇
親
会

　

講
師
：
柴
田
純
生
先
生（
総
合
造
形
教
授
）

　
　
　
　

極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
〜
針
金
と
樹
脂
で
作

る
小
宇
宙
〜

　

◎
今
年
は
ワ
イ
ヤ
ー
と
樹
脂
を
使
っ
た
Ｗ
Ｓ
を
開
催
。鉱
石

な
ど
の
幾
何
形
体
の
原
則
を
知
る
。（
早
野
）

〔
本
部
〕臨
時
総
会
／
総
会
・
連
動
企
画

　

日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!?

　

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！

　

日
程
：
７
月
28
日（
日
）第
１
部 

12
時
〜 

第
２
部 

14
時
〜

　

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社 

〜 

料
理
旅
館
鶴
清

　

◎
１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
全
国
に
３
万
社
を
超
え
る
稲

荷
の
総
本
山 

伏
見
稲
荷
大
社
。今
や
世
界
で
も
有
数
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
信
仰

や
歴
史
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

実
で
す
。普
段
見
ら
れ
な
い
建
物
も
含
め
、
神
官
の
方
々

に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
京
都
の
歴
史
を
体
感
し
て

頂
き
ま
す
。ま
た
懇
親
会
は
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館

「
鶴
清
」の
納
涼
床
で
親
睦
を
深
め
ま
す
。（
小
川
）

〔
分
科
会
〕歴
史
遺
産
学
科

　

〜
２
０
１
９
年
度　

歴
史
遺
産
学
科　

同
窓
会
〜

　

日
程
：
11
月
16
日（
土
）午
後

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内

　

◎
岡
田
文
男
特
任
教
授
を
お
招
き
し
、「
23
年
間
の
実
習
授

業
か
ら
」と「
漆
の
中
の
小
宇
宙
」と
題
し
た
記
念
講
演
会

と
、在
学
生
も
交
え
た
立
食
形
式
の
懇
親
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
北
川
）

　
　〔

分
科
会
〕彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　

〜
京
都
造
形
芸
術
大
学（
彫
刻
・
立
体
造
形
・
総
合

　

造
形
コ
ー
ス
）・
京
都
芸
術
短
期
大
学（
立
体
コ
ー
ス
）・

　

卒
業
生
・
研
究
室
に
よ
る
作
品
展
〜「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．11
」

　

日
程
：
11
月
26
日（
火
）〜
12
月
１
日（
日
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

講
評
会
・
講
演
会
＆
懇
親
会（
予
定
）

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授（
美
術
工
芸
学
科
）

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）　

時
間
未
定

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

懇
親
会

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）19
時
30
分
〜

　

会
場
：
未
定　
　
　
　
（
岸
田
）

　
　

中
部
支
部
事
業
報
告

「
大
井
川
鉄
道
・
ア
プ
ト
山
岳
列
車
と
学
び
の
旅
」

令和元年第一号となりましたこの「蒼天Vol.18」を無事お届けできました。この記事を書いている時は平成で、発行するのは令和とい
う、とても貴重な体験をしている気がします。瓜生山同窓会は同窓会員の皆様と大学を繋ぎ、会員同士を繋ぎ、総会や支部事業や分科
会にて皆様が学べる楽しめる企画・事業をしていく予定です。お一人でも大丈夫です、皆様のご参加をお待ちしております。（小川）

編集
後記

〔
支
部
〕中
部
支
部
事
業

　

◎
２
０
１
８
年
度 

大
井
川
鉄
道
ツ
ア
ー
で
も
御
同
行
頂
き

「
も
っ
と
話
を
聞
き
た
か
っ
た
！
」
と
い
う
参
加
者
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
の
第
二
段
！　

ふ
た
た
び
菅
原
真

弓
先
生
に
講
師
に
お
招
き
し
、浮
世
絵
の
世
界
を
楽
し
く

学
べ
る
企
画（
恵
那
市　

中
山
道
広
重
美
術
館
付
近
で
開

催
予
定
）
を
現
在
計
画
中
で
す
！　

乞
う
ご
期
待
下
さ

い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕広
島
支
部
事
業

　

◎
日
時
は
未
定
で
す
が
、年
度
内
に
会
員
の
交
流
と
懇
親
を

目
的
と
し
た
事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。中
四
国
エ
リ

ア
だ
け
で
な
く
、全
国
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！（
菱
田
）

　
　〔

支
部
〕九
州
支
部
事
業

　

◎
今
年
の
会
場
は
３
年
ぶ
り
の
福
岡
で
す
。

　
　

現
在
企
画
協
議
中
！

　
　

決
定
次
第
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。（
早
野
）

　
　〔

本
部
〕

　

そ
の
他　

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
展
援
助
、

　

朝
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

　

役
員
会
、支
部
Ｍ
Ｔ
適
宜
開
催

２
０
１
９
年
３
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

　

全
国
私
鉄
の
旧
車
両
や
Ｓ
Ｌ
に
乗
れ
る

事
で
人
気
を
博
し
て
い
る
、
静
岡
県
は
大

井
川
鐡
道
を
楽
し
み
秘
境
の
温
泉
と
し
て

名
高
い
寸
又
峡
温
泉
で
の
懇
親
会
と
い
う

一
泊
二
日
の
濃
厚
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
金
谷
駅
か
ら
は
昭
和
33
年
製
の
旧
南

海
電
鉄
の
通
称
ズ
ー
ム
カ
ー
で
千
頭
駅

へ
。
井
川
線
の
ア
プ
ト
式
山
岳
列
車
に
乗

り
換
え
、
小
さ
な
車
内
で
激
し
く
揺
ら
れ

な
が
ら
大
井
川
沿
線
の
豊
か
な
風
景
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
よ
う
な
山
道
を
バ
ス
で
下
り
、

本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
菅
原
真
弓
先
生

に
「
街
道
絵
の
魅
力
〜
広
重
の
浮
世
絵
版

画
か
ら
」
と
題
し
た
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
大
変
興
味
深
い
お
話
は
時
間
が
足

ら
な
か
っ
た
程
で
大
変
好
評
で
し
た
。
行

程
上
駆
け
足
で
の
移
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
日
帰
り
チ
ー
ム
は
こ
の
後
Ｓ
Ｌ
に

乗
っ
て
下
山
、
宿
泊
組
は
そ
の
後
秘
境
の

温
泉
と
言
わ
れ
る
寸
又
峡
温
泉
に
移
動
し

て
山
の
幸
を
楽
し
む
懇
親
会
。「
和
楽
座
」

の
語
り
部
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
民
話
も
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ゆ
っ
た

り
と
温
泉
も
楽
し
め
る
と
い
う
盛
り
沢
山

の
内
容
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
も
大
変

に
満
足
さ
れ
た
様
子
で
、
大
盛
況
の
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

■
北
海
道
支
部
同
窓
会

　

日
時
：
11
月
18
日
（
日
）

　

◎
北
海
道
支
部
同
窓
会
が
２
０
１
８
年
11
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

「
第
12
回
ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
２
０
１
８
」
の
最
終
日
に
合
わ
せ
、
講

演
会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
会
場
で
の
講
演
会
は
、「
身
体
・
場
所
・
芸
術
」

を
テ
ー
マ
に
、
通
信
教
育
部
芸
術
教
養
学
科
教
授
の
上
村
博
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
合
わ
せ
、
参

加
者
は
延
べ
32
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
が

上
村
先
生
を
囲
ん
で
近
況
報
告
や
制
作
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。（
菱
田
）

〔
支
部
〕兵
庫
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
を
予
定

　

◎
写
経
＋
精
進
料
理
の
体
験
ツ
ア
ー
、酒
蔵
巡
り
＋
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、
兵
庫
県
内
の
魅
力
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
支
部
役
員
が
鋭
意
企
画
中
で
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
渡
部
）

　
　〔

支
部
〕東
京
支
部
事
業

　

日
程
：
10
月
６
日（
日
）13
時
〜

　

◎
本
年
の
東
京
支
部
同
窓
会
は
、外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス
で
イ
ン

ド
ア
で
の
開
催
予
定
で
す
。講
師
に
は
、
様
々
な
メ
ヂ
ィ
ア

に
も
露
出
の
多
い
本
間
正
人
副
学
長
を
お
招
き
し
、楽
し
く

学
べ
そ
し
て
日
々
の
力
に
な
る
様
な
企
画
を
現
在
計
画
中

で
す
！
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕北
海
道
支
部

　

第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
程
：
11
月
12
日（
火
）〜
17
日（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

◎
会
期
中
の
11
月
17
日（
日
）に
、本
学
よ
り
芸
術
学
部
美
術

工
芸
学
科
の
奥
田
輝
芳
教
授
を
お
招
き
し
、講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。展
覧
会
へ
の
ご
出
品
、
お
よ
び
皆
様
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。（
菱
田
）

　
　

＊
企
画
の
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、順
次
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
公
開
し
ま
す
。

　

郵
送
で
の
ご
案
内
は
通
常
、開
催
地
近
隣
の
住
所
を
お
届
け
の
同
窓
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、遠
方
か
ら
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ぜ
ひ
懐
か
し
い
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
・
連
動
企
画

　

７
月
21
日
（
土
）
瓜
生
山
同
窓
会
総
会
が
造
形
大
学
内
に
て
厳
粛
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
会
員
の
皆
様
に
は
全
国
か
ら
京
都
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
労
い
の
意
味
を
込
め
て
総
会
連
動
企
画
と
し

て
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
で
瓜
生
山
同
窓
会
ら
し
い
視
点
で
の
観
光
や

食
事
の
場
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
、「
港
町
伏
見
の
散
策
と
懇
親
会
」
の
テ
ー
マ
で
寺
田
屋
、

十
石
船
遊
覧
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
等
、
酒
の

ま
ち
伏
見
、
港
町
伏
見
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
内
容
で
地
域
を
散
策
し

ま
し
た
。
当
日
は
少
し
暑
い
日
で
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
の
河
童
博
物

館
で
地
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
涼
む
時
間
が
長
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
伏
見
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
旅
籠
「
寺
田
屋
」

は
歴
史
に
出
て
く
る
幕
末
志
士
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
見
学

で
き
る
施
設
で
、
参
加
者
と
と
も
に
訪
問
し
幕
末
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
で
は
酒
造
り
工
程
を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
酒
の
試
飲
な
ど
も
あ
り
酒
の
ま
ち
伏
見
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

散
策
の
最
後
に
は
「
鳥
せ
い
」
に
て
懇
親
会
を
お
こ
な
い
、
鳥
料
理
を

頂
き
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。（
冨
家
）

3
2019年

月

第一部　臨時総会／総会
　会場：伏見稲荷大社　社務所
　日時：2019年7月28日（日）
　　　　11：30　受付開始
　　　　12：00　御祈祷
　　　　12：45　臨時総会
　　　　13：15　総会

第二部〈総会連動企画〉　
　日本の歴史が体感できる！？ 伏見稲荷大社を知り尽くそう！
　1300年の歴史ある全国に３万社を超える稲荷の総本山 伏見稲荷大社。今や世界でも有数の観光スポットとなってい
ます。しかし、その信仰や歴史についてはあまり知られていないのが現実です。普段見られない建物も含め、神官
の方々に案内してもらいながら京都の歴史を体感して頂きます。また懇親会は五条木屋町の料理旅館「鶴清」の納
涼床で親睦を深めます。是非ご参加ください。
　　　　14：30　社務所にて伏見稲荷大社についてご説明頂いた後、社務所見学
 →非公開のお茶室見学→大鳥居前で記念写真→稲荷自由散策（たくさんの見学場所がありますのでご自
 由に回って頂きます。）

　　　　17：30　料理旅館　鶴清（お風呂で汗を流して頂き、懇親会は納涼床をお楽しみ頂きます。）
 第二部会費　◎10,000円

　参加申し込み　
瓜生山同窓会ホームページ『イベント』の総会企画のページから簡単にお申し込みいただくことができます。
FAXでのお申し込みも可能です。（同封の申込用紙をご利用下さい。）
「イベント参加申込フォーム」からのお申込みの場合は必ず備考欄に以下の記入をお願いします。

　　参加区分　　　　第1部のみ or 第2部のみ or 両方参加をお知らせください
　　同伴者の有無　　同伴者がおられる場合は、同伴者氏名をお知らせください

　申し込み締め切り
　◎7月21日（日）必着

瓜
生
山
同
窓
会
、

総
会
を
開
催
し
ま
す

京都造形芸術大学附属高等学校
芸術教育を通して、社会の変革に役立てることのできる人材
の育成を目指す京都造形芸術大学。附属高校である本校で
は、生徒が同様のチカラを養えるよう、芸術教育におけるデ
ザイン思考を取り入れた「普通科」の「通信制高校」として
開校いたしました。社会で役立つ「コミュニケーション能
力」、他者を思いやる「想像力」と新たなる価値を生み出す
「創造力」を育み、生徒の思いや考えを取り入れながら作り
上げる、新しいカタチの通信制高校を目指しています。

認可保育園こども芸術大学
ここ瓜生山は、豊かな自然が息づくところで、京都造形芸術大学の中にあり、もの
を生み出し創る情熱とエネルギーを身近に感じられます。この息吹こそは、こども
が生まれながらにもっている自ら生きようとする力です。「こどもこそ未来」と提
唱され、「未来館」にある「認可保育園　こども芸術大学」の保育の創造が始まり
ます。不思議な感動、不思議な心に描かれる心象を、あるがままに思い描き、表現
し、伝え合い、喜び合い、認め合い、育ちあう保育園です。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
祝
辞
（
抜
粋
）

９
月
16
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

開
会
式
典
祝
辞

瓜
生
山
同
窓
会　
会
長　
冨
家
裕
久

　
（
略
）
芸
短
か
ら
数
え
る
と
も
も
う
少
し
遡
り
ま
す
が
、
造
形
大
が
誕
生

か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
約
20
年
の
同
窓
会
は
今
ま
で
は
「
黎
明
期
」
と
位

置
づ
け
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
の
期
間
で
し
た
、
拡
大
し
て
い
く
大
学
に

合
わ
せ
て
同
窓
会
も
絶
え
ず
状
況
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
大
学

の
価
値
と
は
、
そ
れ
は
卒
業
生
が
如
何
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
か
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
我
々
同
窓
生
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
活
動
こ
そ
が

大
学
の
価
値
に
つ
な
が
り
、
母
校
に
対
し
て
高
い
自
尊
心
を
持
て
る
と
考

え
ま
す
。
同
窓
会
会
員
は
、
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
仲
間
同
士
で
協
力
し

合
い
評
価
を
高
め
あ
え
る
こ
と
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
更
な
る
発
展
が
望
め

ま
す
。
こ
れ
か
ら
次
の
20
年
に
向
け
て
「
黎
明
期
」
を
脱
却
し
「
発
展
期
」

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
未
来
に
あ
る
「
成
熟
期
」
に
向

け
て
会
員
皆
様
の
人
的
協
力
、
運
営
の
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。（
中
略
）

こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
新
た
に
人
と
の
繋
が
り
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
年
も
こ
う
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
大
学
で
会
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
も
横
の
繋
が
り
、
縦
の
繋
が
り
、
大
学
と
の
繋
が
り
、
を

続
け
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
い
、
い
ろ
ん
な
分
野
が
混
ざ
り
合
っ
た

学
科
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

け
ど
、
ま
だ
分
か
れ
て
い
た
頃
、
彫
刻
の

頃
で
面
白
か
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す

か
？ 

塚
本　

人
生
の
面
白
か
っ
た
こ
と
の
半
分
は
あ
の

４
年
間
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
じ
ゃ
な

い
。
毎
日
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
卒
業
し
て
、

ち
ょ
っ
と
病
ん
で
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
大
学
が
面
白
す
ぎ
た
。
答
え
て
い
っ

た
ら
き
り
が
な
い
く
ら
い
（
一
同
笑
） 

小
川　

正
直
に
言
っ
て
僕
も
大
学
時
代
面
白
か
っ

た
で
す
ね
。
好
き
勝
手
出
来
る
と
い
う
か
。

無
理
や
り
好
き
勝
手
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
ど
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
大
学
時
代
が
、

充
実
し
て
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
思
う
の
は
、

大
学
で
彫
刻
の
技
術
を
学
ん
だ
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
想
像
力
や
人
生
の
豊
か
さ
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
ね
。 

小
川　

今
後
の
目
標
や
展
開
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
基
本
的
に
の
び
の
び
で
や

り
た
く
て
。
最
近
、
興
味
が
あ
る
の
は
、

イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
生
地
で
オ
ブ

ジ
ェ
を
作
る
大
会
が
あ
る
ん
で
す
。
コ
ロ
ッ

セ
オ
と
か
作
っ
た
り
。
ア
ー
ト
界
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
こ
う
い
う
の
で
世
界
一
目
指
し

て
み
て
も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

思
っ
た
り
。 

あ
と
、
京
都
は
と
て
も
ア
ー
ト

が
盛
ん
な
場
所
で
す
け
ど
、
大
阪
は
そ
こ

ま
で
じ
ゃ
な
い
と
い
う
体
感
が
あ
っ
て
、

自
分
の
住
ん
で
る
周
り
は
、
ア
ー
ト
が
盛

ん
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。 

小
川　

塚
本
君
の
学
生
時
代
か
ら
彫
刻
同
窓
会
の

こ
と
、
自
身
の
ア
ー
ト
、
お
店
の
こ
と
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
伺
う
事

が
で
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
同
窓
会
っ

て
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
（
前
衛
的
）
な
方

向
に
持
っ
て
い
く
の
が
出
来
な
く
て
。 

菱
田　

立
ち
上
げ
か
らU

.S
.E.

展
に
関
わ
っ
て
い

る
柴
田
先
生
が
、「
最
初
は
仲
間
内
で
グ

ル
ー
プ
展
の
つ
も
り
が
、
ど
ん
ど
ん
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。」
と
言
わ
れ
て
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
意
図
し
て
展
覧
会
の
質

を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
正
直
な
と
こ
ろ
。 

塚
本　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
僕
と
し
て
は
、

ど
こ
か
の
野
外
展
の
コ
ン
ペ
み
た
い
な
展

覧
会
に
し
た
く
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、

誰
で
も
出
し
て
、「
俺
、
一
緒
に
展
示
さ
れ

る
の
無
理
や
わ
」
み
た
い
に
な
る
の
も
違

う
な
と
。
全
員
が
全
員
良
い
と
言
う
展
覧

会
は
難
し
い
。
そ
れ
は
ず
っ
と
悩
ん
で
ま

し
た
ね
。 

岸
田　

今
規
模
が
60
名
弱
ぐ
ら
い
で
す
か
？　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ
を
全
館
貸
し
切
り

の
す
ご
い
規
模
で
、
私
は
第
４
回
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
毎
回
レ
ベ
ル

も
上
が
っ
て
い
る
し
、
す
ご
い
大
所
帯
な

の
で
と
り
ま
と
め
て
い
く
の
は
大
変
だ
っ

た
ん
と
違
い
ま
す
か
？ 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
前
職
は
あ
る
程
度
時
間
の

余
裕
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
難
し
い

で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ま
と
め

役
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
段
々
若
返
っ
て
、

コ
ー
ス
の
伝
統
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
れ
が
Ｏ
Ｂ
会
の
存
続
に
も
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

大
学
時
代
が
充
実
し
て
い
た
か
ら

____________________________________________________

小
川　

で
は
、
大
学
時
代
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
て
。
今
は
彫
刻
と
い
う
名
前
で
は

な
く
、
総
合
造
形
と
名
前
が
変
わ
っ
て
し

■
広
島
同
窓
会

　

日
程
：
３
月
16
日
（
土
）

　

◎
雲
が
流
れ
る
青
空
、
少
し
肌
寒
い
朝
。
今
回
の
同
窓
会
は
講
評
の
渡
部
先
生
も
含
め
、
総
勢
15
名
の
参
加
。
ま

ず
は
広
島
駅
北
に
あ
る
「
オ
コ
ス
タ
」
に
て
、
お
好
み
焼
き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
み
な
さ
ん
楽
し
く
、
美
味
し

く
焼
い
て
も
ら
え
た
よ
う
。
そ
し
て
、
宮
島
で
の
写
真
散
歩
に
向
か

う
。
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
ら
れ
た
よ
う
だ
。
様
々
な

ア
ン
グ
ル
、
思
い
で
撮
ら
れ
た
面
白
い
写
真
の
数
々
。
合
評
も
和
気

あ
い
あ
い
と
い
う
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
河
本
）

2019
年度
2019
年度

｢京都造形芸術大学附属高等学校｣、
｢認可保育園こども芸術大学」が2019年4月、誕生しました。

■
美
唄
支
部
事
業

　

日
程
：
８
月
25
日
（
土
）
〜
９
月
２
日
（
日
）　

Ｗ
Ｓ　
８
月
25
日
（
土
） 　

 

　

場
所
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
＆
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

　

講
師
：
中
山
博
喜
先
生
（
創
造
学
習
セ
ン
タ
ー
准
教
授
） 

　

◎
２
０
１
８
年
度
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
で
の
開
催
。
中
山
先
生
よ
り
コ

ラ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
制
作
し
ま
し
た
。
中
山
先
生
の
授
業
を
受
け
た

卒
業
生
も
道
内
か
ら
参
加
さ
れ
、
再
会
に
歓
喜
〜
真
剣
に
制
作
〜
和

や
か
な
懇
親
会
と
、
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。（
佐
藤
）

■
京
造
ね
ぶ
た
：
同
窓
会
賞

　

日
程
：
９
月
12
日
（
水
） 　

 

　

◎
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
京
造
ね
ぶ
た
」
は
大
学
１
回
生
た
ち
が
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
瓜

生
山
同
窓
会
と
し
て
製
作
期
間
中
に
お
菓
子
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
行
い
激
励
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
を
中

心
に
多
く
の
作
品
が
学
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
も
の
丁
寧
に
作
り
こ
ん
だ
も
の

な
ど
良
い
作
品
も
多
か
っ
た
で
す
。
点
灯
式
後
の
授
賞
式
は
春
秋
座
に
て
行
い
今
年
は
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
、

同
窓
会
か
ら
も
同
窓
会
賞
を
出
し
同
窓
会
の
ア
ピ
ー
ル
及
び
１
回
生

へ
の
激
励
を
致
し
ま
し
た
。（
冨
家
）

9
2018年

月2
2019年

月

■
卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
程
：
２
月
17
日
（
日
）

　

場
所
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　

学
生
食
堂

　

◎
本
年
度
も
８
０
０
０
０
㎡
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使
っ
た
卒
業
展
大
学
院
修
了

展
が
行
わ
れ
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
食
事
と
同
窓
会
賞
で
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
尾
池
学
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
冨
家
会
長
も
挨
拶
を
さ
れ
、
引
き
続
き

各
コ
ー
ス
の
受
賞
者
に
賞
状
と
賞
金
が
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
る
と
、
卒
業
生
た

ち
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
、
参
加
者
み
ん
な
で
祝
福
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
生
活
の
最
後
を
飾
る
に
相
応
し
い
素
晴

ら
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）

Volume
2019.06.

18
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期
大
学

瓜
生
山
同
窓
会
会
報

編
集
・
発
行
：
瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局

〒
６
０
６‐

８
２
７
１　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
山
２‐

１
１
６

http://uridou.jp

Volume
2019.06.

18

　

大
阪
、
生
野
区
。
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

同
居
し
た
店
が
あ
る
。 「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
・
カ
サ
デ
ィ

エ
ッ
ロ
」 

２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
。
本
格
的
な
薪
窯

で
ナ
ポ
リ
ス
タ
イ
ル
の
ピ
ッ
ツ
ア
を
焼
き
、
自
家
製
の

食
パ
ン
も
人
気
だ
。２
Ｆ
の
客
席
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

著
名
な
作
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
地
域
の
作
家
達
の
作

品
が
常
時
展
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
テ
レ
ビ
番

組
14
本
、
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
、
多
数
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

こ
の
お
店
を
経
営

す
る
の
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業

（
四
期
生
）
の
塚
本
敬
次
さ
ん
。「
カ
サ
デ
ィ
エ
ッ
ロ
」

と
は
、
塚
本
さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
修
行
時

代
に
師
匠
に
付
け
ら
れ
た
ア
ダ
名
が
由
来
。
ナ
ポ
リ
で

復
活
祭
の
時
に
食
べ
る
お
肉
や
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
パ
ン
の
名
前
と
の
こ
と
。 「
師
匠
に
よ
る
と
、

見
た
目
が
ガ
ッ
チ
リ
し
て
る
か
ら
、
肉
や
油
が
詰
ま
っ

た
ヤ
ツ
。
と
い
う
意
味
ら
し
い
で
す
ね
（
笑
）」
と
塚

本
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
語
る
。 

一
方
、
彼
は
２
０
０
８

年
か
ら
彫
刻
コ
ー
ス
の
独
自
の
同
窓
会
を
設
立
し

『U
ruyam

a.Sculptors.Exhibition

』、
通
称U

.S
.E.

と
い
う
彫
刻
同
窓
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
て

き
た
。彼
自
身
の
制
作
活
動
と
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

飲
食
店
経
営
と
い
う
、
一
見
繋
が
り
の
な
い
こ
れ
ら
を

結
び
つ
け
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
飲
食
店（
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
）を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
が
た
ど
り
着
い
た
ア
ー
ト
と
ピ
ッ
ツ
ア
の
間
に

は
ど
ん
な
関
係
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。 

聞
き
手
に
小
川

文
斎
氏
、
菱
田
太
郎
氏
、
岸
田
あ
ゆ
ち
氏
の
３
名
を
迎

え
て
、
学
生
時
代
の
想
い
出
か
ら
、
彫
刻
同
窓
会
に
つ

い
て
、
現
在
の
仕
事
や
ア
ー
ト
に
つ
い
て
様
々
な
体
験

談
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ピ
ッ
ツ
ァ

彫
刻

同
窓
会

塚
本
敬
次

彫
刻
４
期
生

20192019



勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
た
同
窓
会

____________________________________________________

小
川　

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
実
は
、

私
は
彫
刻
コ
ー
ス
で
塚
本
君
の
１
つ
上
、

菱
田
さ
ん
は
２
つ
上
、
岸
田
さ
ん
は
短
大
・

立
体
コ
ー
ス
の
卒
業
生
に
あ
た
り
ま
す
。

塚
本　

先
輩
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川　

で
は
、
早
速
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、
彫
刻

同
窓
会
（
以
下
、Ｏ
Ｂ
会
）
は
ど
う
し
て
始

め
よ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
？ 　

塚
本　

僕
は
彫
刻
コ
ー
ス
代
表
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

当
時
の
瓜
生
山
同
窓
会
（
以
下
、
瓜
同
）

の
会
長
に
「
彫
刻
は
同
窓
会
や
ら
へ
ん

の
？
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。 

そ
の
前
年
、

清
水
九
兵
衛
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
、
連
絡
網
と
か
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業
生
連

名
の
も
の
が
必
要
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

「
彫
刻
コ
ー
ス
独
自
の
同
窓
会
組
織
を
作
ら

へ
ん
の
？
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
思
っ
た
ん

で
す
。
僕
の
勘
違
い
（
笑
） 

小
川　

な
る
ほ
ど
（
笑
）　

勘
違
い
か
ら
始
ま
っ
て

10
年
間
続
け
て
み
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
か
？ 

塚
本　

彫
刻
は
元
々
、
先
輩
後
輩
の
結
び
つ
き
が

非
常
に
強
い
。
学
生
時
代
、
材
料
を
一
緒

に
買
い
に
行
っ
た
り
、
先
輩
の
制
作
の
手

伝
い
し
た
り
す
る
伝
統
が
あ
る
。
だ
か
ら

同
窓
会
も
10
年
続
い
た
と
思
い
ま
す
。 

小
川　

そ
の
間
、
塚
本
君
は
学
校
の
教
員
を
や
め
て
、

ピ
ッ
ツ
ア
の
留
学
を
し
て
開
業
準
備
も
し

て
た
？ 

塚
本　

は
い
。
教
員
は
や
り
が
い
も
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
ま
ま
終
わ
っ

て
い
い
の
か
な
っ
て
日
々
、
悶
々
と
し
て

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
母
親
か
ら
「
あ

ん
た
商
売
（
パ
ン
屋
）
や
ら
へ
ん
か
？
」
と

言
わ
れ
た
。
当
時
30
代
後
半
だ
っ
た
の
で
、

な
ん
か
す
る
な
ら
こ
れ
が
最
後
や
な
と

思
っ
て
。 

で
、
パ
ン
の
専
門
学
校
で
勉
強
し

て
ホ
テ
ル
や
有
名
な
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

で
修
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
パ

ン
屋
の
親
方
に
「
そ
の
歳
で
パ
ン
屋
は
し

ん
ど
い
」、「
ピ
ザ
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
結
構
本

気
で
考
え
て
く
れ
て
。
短
期
間
で
学
ぶ
な

ら
本
場
イ
タ
リ
ア
。
有
名
な
ピ
ッ
ツ
ア
職

人
の
と
こ
ろ
で
住
み
込
み
で
修
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
に
至
る
と

い
う
感
じ
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
お
店

____________________________________________________

小
川　

こ
の
お
店
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
れ
は
ま
た
、
ど
う
し
て
こ
う
い

う
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
？ 

塚
本　

大
学
、
大
学
院
と
行
っ
て
、
現
代
ア
ー
ト

の
作
家
に
な
り
た
い
と
思
わ
な
く
な
っ
た

ん
で
す
。
勉
強
し
す
ぎ
て
（
笑
）
ア
ー
ト

は
好
き
だ
け
ど
、
現
代
ア
ー
ト
の
ム
ー
ヴ

メ
ン
ト
に
興
味
が
持
て
な
い
。
そ
れ
な
ら

自
分
の
場
所
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

小
川　

え
っ
、
そ
う
な
ん
や 

（
笑
）
菱
田
さ
ん
、
何

か
質
問
あ
り
ま
す
か
。 

菱
田　

唐
突
や
ね
（
笑
） 『U

ruyam
a.S
culp 

tors.Exhibition

』（
以
下
、U

.S
.E.

展
）

を
10 
年
続
け
て
一
番
苦
労
し
た
こ
と
と
か

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。 

塚
本　

い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
最
初
の
頃
は
、

卒
業
生
で
作
品
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

方
が
少
な
く
て
、
声
を
か
け
て
も
な
か
な

か
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。「
俺
も
う
美
術

と
か
え
え
し
」
と
言
わ
れ
た
り
し
て
。 

あ
る

程
度U

.S
.E.

展
の
形
が
で
き
て
き
て
、
大

き
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
大
学

自
体
も
コ
ー
ス
が
無
く
な
っ
た
り
と
か
変

わ
っ
た
り
し
て
、
こ
の
先
ど
う
や
っ
て
続

け
て
い
く
の
か
、
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く

二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
十
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
活
動
報
告

〔
基
〕＝
基
本
事
業

〔
本
〕＝
本
部
事
業

〔
分
〕＝
分
科
会
事
業

平
成
30
年　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
月
10
日
〔
本
〕 

第
一
回
役
員
会

4
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

6
月
12
日
〔
本
〕 

第
二
回
役
員
会

6
月 

〔
基
〕 

会
報
『
蒼
天
』
発
行

7
月
8
日
〔
分
〕 

第
１
回　

芸
短
立
体
卒
業
者
の

 
 

状
況
確
認
報
告
会
議

7
月
12
日
〔
支
〕 

美
唄
支
部
事
業
打
合

7
月
14
日
〜
15
日
〔
支
〕
九
州
支
部
事
業
現
地
調
査

7
月
18
日
〔
特
〕 

瓜
生
山
Ｈ
Ｃ
Ｄ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

7
月
21
日
〔
本
〕 

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
／
連
動
企
画

7
月
29
日
〔
支
〕 

広
島
支
部
会
議

7
月
31
日
〔
支
〕
東
京
支
部
同
窓
会
開
催

8
月
25
日
〔
支
〕
美
唄
支
部
同
窓
会
開
催

9
月
8
日
〔
本
〕
第
三
回
役
員
会

9
月
12
日
〔
本
〕
京
造
ね
ぶ
た
表
彰
式

9
月
16
日
〔
特
〕
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

9
月
17
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

10
月
27
日
〔
支
〕
広
島
支
部
会
議

11
月
18
日
〔
支
〕
九
州
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
18
日
〔
支
〕
北
海
道
支
部
同
窓
会
開
催

11
月
29
日
〔
支
〕
中
部
支
部
事
業
現
地
調
査

12
月
2
日
〔
支
〕
広
島
支
部
事
業
現
地
調
査

平
成
31
年　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
月
13
日 

〔
支
〕
美
唄
支
部
会
議

2
月
17
日 

〔
基
〕
卒
業
制
作
展
支
援

3
月
9
日
〜
10
日
〔
支
〕
中
部
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
16
日 

〔
支
〕
広
島
支
部
同
窓
会
開
催

3
月
21
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
中
間
監
査

3
月
28
日 

〔
基
〕
第
四
回
役
員
会

3
月
31
日 

〔
基
〕
２
０
１
８
年
度
決
算

〔
特
〕＝
特
別
事
業

〔
支
〕＝
支
部
事
業

■﹇
分
科
会
﹈
彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　
「
第
１
回　
芸
短
立
体
卒
業
者
の
状
況
確
認
報
告
会
議
」
／
京
都
芸
術
短
期
大
学
（
立
体
コ
ー
ス
）

　

日
時
：
７
月
８
日

　

会
場
：
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
グ
ラ
ン
デ

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授
（
美
術
工
芸
学
科
））

　

◎
７
月
８
日
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
豪
雨
の
直
後
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
立
体
全
期
に
連
絡
し
、恩
師
を
含
め
53
名
の
仲
間
た
ち
と
、

と
て
も
懐
か
し
い
時
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
目
的
は
、
仲

間
の
状
況
確
認
の
ほ
か
に
、
大
学
彫
刻
Ｏ
Ｂ
会
と
の
繋
が
り
を
今
以

上
に
し
っ
か
り
と
形
成
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
の
２
０
２
２
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
短
大
の
頃
か
ら
唯
一
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
柴
田
先
生
が

退
官
さ
れ
る
の
で
、
出
席
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
に
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。（
宮
本
）

7
2018年

月

■
東
京
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
18
日
（
土
）

　

◎
歌
舞
伎
座
１
３
０
年
八
月
納
涼
歌
舞
伎
の
観

劇
。
当
大
学
内
に
あ
る
春
秋
座
の
総
監
督
の

市
川
猿
之
助
さ
ん
も
出
演
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ

で
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」「
雨
乞
其
角
」
と

い
う
伝
統
的
な
演
目
を
参
加
者
30
名
と
共
に

観
劇
。
応
募
者
多
数
の
為
に
抽
選
に
漏
れ
た

方
に
は
申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
松
竹

さ
ん
の
御
計
ら
い
で
と
て
も
良
い
席
で
見
れ
た
事
も
あ
り
、初
め
て
歌
舞
伎
を
実
際
に
見
て
と
て
も
迫
力
が
あ
っ

た
と
い
う
方
も
多
数
お
ら
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
歌
舞
伎
座
の
施
設
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
夕
刻
よ

り
「
銀
座
ラ
イ
オ
ン
」
で
の
懇
親
会
も
賑
や
か
に
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

8
2018年

月

■
九
州
支
部
同
窓
会

　
〜
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
〜

　

日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

　

会
場
：
世
界
文
化
遺
産 

仙
巌
園
・
尚
古
集
成
館

　

講
師
：
尼
崎 

博
正
先
生
（
日
本
庭
園
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
・
本
学
教
授
）

　

◎
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
鹿
児
島
・
名
勝
仙
巌
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
尚
古
集
成
館
の
講
義
室
に
て
学
芸
員
の
方
よ
り
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、
尼
崎
先
生
よ
り
庭
園
の
文
化
財
的
価
値
と
特
色
、
見

所
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食
懇
親
会
後
、
庭
園
を
所
有
管

理
す
る
島
津
興
業
の
ご
協
力
も
頂
き
、
尼
崎
先
生
の
深
い
解
説
を
受

け
な
が
ら
の
庭
園
見
学
と
な
り
、
中
国
や
琉
球
、
煎
茶
道
か
ら
の
影

響
や
当
時
の
流
行
な
ど
興
味
深
く
拝
見
し
な
が
ら
、
展
望
台
の
「
集

仙
台
」
ま
で
登
り
桜
島
の
絶
景
も
堪
能
し
ま
し
た
。（
岸
田
）

11
2018年

月
二
〇
一
九
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
）

瓜
生
山
同
窓
会
：
事
業
計
画

〔
支
部
〕美
唄
支
部
事
業

　
『
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
で
ア
ー
ト
＆

　

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
』

　

日
程
：
６
月
22
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
17
時（
25
日
休
廊
）

　

Ｗ
Ｓ
：
６
月
22
日（
土
）14
時
〜
16
時
の
ち
懇
親
会

　

講
師
：
柴
田
純
生
先
生（
総
合
造
形
教
授
）

　
　
　
　

極
小
極
面
構
造
に
よ
る
造
形
〜
針
金
と
樹
脂
で
作

る
小
宇
宙
〜

　

◎
今
年
は
ワ
イ
ヤ
ー
と
樹
脂
を
使
っ
た
Ｗ
Ｓ
を
開
催
。鉱
石

な
ど
の
幾
何
形
体
の
原
則
を
知
る
。（
早
野
）

〔
本
部
〕臨
時
総
会
／
総
会
・
連
動
企
画

　

日
本
の
歴
史
が
体
感
で
き
る
!?

　

伏
見
稲
荷
大
社
を
知
り
尽
く
そ
う
！

　

日
程
：
７
月
28
日（
日
）第
１
部 

12
時
〜 

第
２
部 

14
時
〜

　

会
場
：
伏
見
稲
荷
大
社 

〜 

料
理
旅
館
鶴
清

　

◎
１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
全
国
に
３
万
社
を
超
え
る
稲

荷
の
総
本
山 

伏
見
稲
荷
大
社
。今
や
世
界
で
も
有
数
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
信
仰

や
歴
史
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

実
で
す
。普
段
見
ら
れ
な
い
建
物
も
含
め
、
神
官
の
方
々

に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
京
都
の
歴
史
を
体
感
し
て

頂
き
ま
す
。ま
た
懇
親
会
は
五
条
木
屋
町
の
料
理
旅
館

「
鶴
清
」の
納
涼
床
で
親
睦
を
深
め
ま
す
。（
小
川
）

〔
分
科
会
〕歴
史
遺
産
学
科

　

〜
２
０
１
９
年
度　

歴
史
遺
産
学
科　

同
窓
会
〜

　

日
程
：
11
月
16
日（
土
）午
後

　

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
内

　

◎
岡
田
文
男
特
任
教
授
を
お
招
き
し
、「
23
年
間
の
実
習
授

業
か
ら
」と「
漆
の
中
の
小
宇
宙
」と
題
し
た
記
念
講
演
会

と
、在
学
生
も
交
え
た
立
食
形
式
の
懇
親
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
北
川
）

　
　〔

分
科
会
〕彫
刻
・
立
体
・
総
合
造
形
分
科
会

　

〜
京
都
造
形
芸
術
大
学（
彫
刻
・
立
体
造
形
・
総
合

　

造
形
コ
ー
ス
）・
京
都
芸
術
短
期
大
学（
立
体
コ
ー
ス
）・

　

卒
業
生
・
研
究
室
に
よ
る
作
品
展
〜「
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
．11
」

　

日
程
：
11
月
26
日（
火
）〜
12
月
１
日（
日
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

講
評
会
・
講
演
会
＆
懇
親
会（
予
定
）

　

講
師
：
柴
田
純
生
教
授（
美
術
工
芸
学
科
）

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）　

時
間
未
定

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ 

５
階

　

懇
親
会

　

日
程
：
11
月
30
日（
土
）19
時
30
分
〜

　

会
場
：
未
定　
　
　
　
（
岸
田
）

　
　

中
部
支
部
事
業
報
告

「
大
井
川
鉄
道
・
ア
プ
ト
山
岳
列
車
と
学
び
の
旅
」

令和元年第一号となりましたこの「蒼天Vol.18」を無事お届けできました。この記事を書いている時は平成で、発行するのは令和とい
う、とても貴重な体験をしている気がします。瓜生山同窓会は同窓会員の皆様と大学を繋ぎ、会員同士を繋ぎ、総会や支部事業や分科
会にて皆様が学べる楽しめる企画・事業をしていく予定です。お一人でも大丈夫です、皆様のご参加をお待ちしております。（小川）

編集
後記

〔
支
部
〕中
部
支
部
事
業

　

◎
２
０
１
８
年
度 

大
井
川
鉄
道
ツ
ア
ー
で
も
御
同
行
頂
き

「
も
っ
と
話
を
聞
き
た
か
っ
た
！
」
と
い
う
参
加
者
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
の
第
二
段
！　

ふ
た
た
び
菅
原
真

弓
先
生
に
講
師
に
お
招
き
し
、浮
世
絵
の
世
界
を
楽
し
く

学
べ
る
企
画（
恵
那
市　

中
山
道
広
重
美
術
館
付
近
で
開

催
予
定
）
を
現
在
計
画
中
で
す
！　

乞
う
ご
期
待
下
さ

い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕広
島
支
部
事
業

　

◎
日
時
は
未
定
で
す
が
、年
度
内
に
会
員
の
交
流
と
懇
親
を

目
的
と
し
た
事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。中
四
国
エ
リ

ア
だ
け
で
な
く
、全
国
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！（
菱
田
）

　
　〔

支
部
〕九
州
支
部
事
業

　

◎
今
年
の
会
場
は
３
年
ぶ
り
の
福
岡
で
す
。

　
　

現
在
企
画
協
議
中
！

　
　

決
定
次
第
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。（
早
野
）

　
　〔

本
部
〕

　

そ
の
他　

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
展
援
助
、

　

朝
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

　

役
員
会
、支
部
Ｍ
Ｔ
適
宜
開
催

２
０
１
９
年
３
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

　

全
国
私
鉄
の
旧
車
両
や
Ｓ
Ｌ
に
乗
れ
る

事
で
人
気
を
博
し
て
い
る
、
静
岡
県
は
大

井
川
鐡
道
を
楽
し
み
秘
境
の
温
泉
と
し
て

名
高
い
寸
又
峡
温
泉
で
の
懇
親
会
と
い
う

一
泊
二
日
の
濃
厚
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
金
谷
駅
か
ら
は
昭
和
33
年
製
の
旧
南

海
電
鉄
の
通
称
ズ
ー
ム
カ
ー
で
千
頭
駅

へ
。
井
川
線
の
ア
プ
ト
式
山
岳
列
車
に
乗

り
換
え
、
小
さ
な
車
内
で
激
し
く
揺
ら
れ

な
が
ら
大
井
川
沿
線
の
豊
か
な
風
景
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
よ
う
な
山
道
を
バ
ス
で
下
り
、

本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
菅
原
真
弓
先
生

に
「
街
道
絵
の
魅
力
〜
広
重
の
浮
世
絵
版

画
か
ら
」
と
題
し
た
講
義
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
大
変
興
味
深
い
お
話
は
時
間
が
足

ら
な
か
っ
た
程
で
大
変
好
評
で
し
た
。
行

程
上
駆
け
足
で
の
移
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
日
帰
り
チ
ー
ム
は
こ
の
後
Ｓ
Ｌ
に

乗
っ
て
下
山
、
宿
泊
組
は
そ
の
後
秘
境
の

温
泉
と
言
わ
れ
る
寸
又
峡
温
泉
に
移
動
し

て
山
の
幸
を
楽
し
む
懇
親
会
。「
和
楽
座
」

の
語
り
部
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
民
話
も
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ゆ
っ
た

り
と
温
泉
も
楽
し
め
る
と
い
う
盛
り
沢
山

の
内
容
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
も
大
変

に
満
足
さ
れ
た
様
子
で
、
大
盛
況
の
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。（
目
良
）

■
北
海
道
支
部
同
窓
会

　

日
時
：
11
月
18
日
（
日
）

　

◎
北
海
道
支
部
同
窓
会
が
２
０
１
８
年
11
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

「
第
12
回
ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
２
０
１
８
」
の
最
終
日
に
合
わ
せ
、
講

演
会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

ノ
ー
ス
カ
オ
ス
展
会
場
で
の
講
演
会
は
、「
身
体
・
場
所
・
芸
術
」

を
テ
ー
マ
に
、
通
信
教
育
部
芸
術
教
養
学
科
教
授
の
上
村
博
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
合
わ
せ
、
参

加
者
は
延
べ
32
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
が

上
村
先
生
を
囲
ん
で
近
況
報
告
や
制
作
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。（
菱
田
）

〔
支
部
〕兵
庫
支
部
同
窓
会

　

日
程
：
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
を
予
定

　

◎
写
経
＋
精
進
料
理
の
体
験
ツ
ア
ー
、酒
蔵
巡
り
＋
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、
兵
庫
県
内
の
魅
力
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
支
部
役
員
が
鋭
意
企
画
中
で
す
。

　
　

詳
細
は
決
定
次
第
、瓜
生
山
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
渡
部
）

　
　〔

支
部
〕東
京
支
部
事
業

　

日
程
：
10
月
６
日（
日
）13
時
〜

　

◎
本
年
の
東
京
支
部
同
窓
会
は
、外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス
で
イ
ン

ド
ア
で
の
開
催
予
定
で
す
。講
師
に
は
、
様
々
な
メ
ヂ
ィ
ア

に
も
露
出
の
多
い
本
間
正
人
副
学
長
を
お
招
き
し
、楽
し
く

学
べ
そ
し
て
日
々
の
力
に
な
る
様
な
企
画
を
現
在
計
画
中

で
す
！
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
！（
目
良
）

　
　〔

支
部
〕北
海
道
支
部

　

第
13
回
ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス
展
２
０
１
９

　

日
程
：
11
月
12
日（
火
）〜
17
日（
日
）

　

会
場
：
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
７
Ｆ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

◎
会
期
中
の
11
月
17
日（
日
）に
、本
学
よ
り
芸
術
学
部
美
術

工
芸
学
科
の
奥
田
輝
芳
教
授
を
お
招
き
し
、講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。展
覧
会
へ
の
ご
出
品
、
お
よ
び
皆
様
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。（
菱
田
）

　
　

＊
企
画
の
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、順
次
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
公
開
し
ま
す
。

　

郵
送
で
の
ご
案
内
は
通
常
、開
催
地
近
隣
の
住
所
を
お
届
け
の
同
窓
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、遠
方
か
ら
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ぜ
ひ
懐
か
し
い
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

瓜
生
山
同
窓
会
総
会
・
連
動
企
画

　

７
月
21
日
（
土
）
瓜
生
山
同
窓
会
総
会
が
造
形
大
学
内
に
て
厳
粛
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
会
員
の
皆
様
に
は
全
国
か
ら
京
都
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
労
い
の
意
味
を
込
め
て
総
会
連
動
企
画
と
し

て
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
で
瓜
生
山
同
窓
会
ら
し
い
視
点
で
の
観
光
や

食
事
の
場
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
、「
港
町
伏
見
の
散
策
と
懇
親
会
」
の
テ
ー
マ
で
寺
田
屋
、

十
石
船
遊
覧
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
等
、
酒
の

ま
ち
伏
見
、
港
町
伏
見
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
内
容
で
地
域
を
散
策
し

ま
し
た
。
当
日
は
少
し
暑
い
日
で
、
黄
桜
河
童
カ
ン
ト
リ
ー
の
河
童
博
物

館
で
地
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
涼
む
時
間
が
長
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
伏
見
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
旅
籠
「
寺
田
屋
」

は
歴
史
に
出
て
く
る
幕
末
志
士
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
見
学

で
き
る
施
設
で
、
参
加
者
と
と
も
に
訪
問
し
幕
末
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
で
は
酒
造
り
工
程
を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
酒
の
試
飲
な
ど
も
あ
り
酒
の
ま
ち
伏
見
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

散
策
の
最
後
に
は
「
鳥
せ
い
」
に
て
懇
親
会
を
お
こ
な
い
、
鳥
料
理
を

頂
き
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。（
冨
家
）

3
2019年

月

第一部　臨時総会／総会
　会場：伏見稲荷大社　社務所
　日時：2019年7月28日（日）
　　　　11：30　受付開始
　　　　12：00　御祈祷
　　　　12：45　臨時総会
　　　　13：15　総会

第二部〈総会連動企画〉　
　日本の歴史が体感できる！？ 伏見稲荷大社を知り尽くそう！
　1300年の歴史ある全国に３万社を超える稲荷の総本山 伏見稲荷大社。今や世界でも有数の観光スポットとなってい
ます。しかし、その信仰や歴史についてはあまり知られていないのが現実です。普段見られない建物も含め、神官
の方々に案内してもらいながら京都の歴史を体感して頂きます。また懇親会は五条木屋町の料理旅館「鶴清」の納
涼床で親睦を深めます。是非ご参加ください。
　　　　14：30　社務所にて伏見稲荷大社についてご説明頂いた後、社務所見学
 →非公開のお茶室見学→大鳥居前で記念写真→稲荷自由散策（たくさんの見学場所がありますのでご自
 由に回って頂きます。）

　　　　17：30　料理旅館　鶴清（お風呂で汗を流して頂き、懇親会は納涼床をお楽しみ頂きます。）
 第二部会費　◎10,000円

　参加申し込み　
瓜生山同窓会ホームページ『イベント』の総会企画のページから簡単にお申し込みいただくことができます。
FAXでのお申し込みも可能です。（同封の申込用紙をご利用下さい。）
「イベント参加申込フォーム」からのお申込みの場合は必ず備考欄に以下の記入をお願いします。

　　参加区分　　　　第1部のみ or 第2部のみ or 両方参加をお知らせください
　　同伴者の有無　　同伴者がおられる場合は、同伴者氏名をお知らせください

　申し込み締め切り
　◎7月21日（日）必着

瓜
生
山
同
窓
会
、

総
会
を
開
催
し
ま
す

京都造形芸術大学附属高等学校
芸術教育を通して、社会の変革に役立てることのできる人材
の育成を目指す京都造形芸術大学。附属高校である本校で
は、生徒が同様のチカラを養えるよう、芸術教育におけるデ
ザイン思考を取り入れた「普通科」の「通信制高校」として
開校いたしました。社会で役立つ「コミュニケーション能
力」、他者を思いやる「想像力」と新たなる価値を生み出す
「創造力」を育み、生徒の思いや考えを取り入れながら作り
上げる、新しいカタチの通信制高校を目指しています。

認可保育園こども芸術大学
ここ瓜生山は、豊かな自然が息づくところで、京都造形芸術大学の中にあり、もの
を生み出し創る情熱とエネルギーを身近に感じられます。この息吹こそは、こども
が生まれながらにもっている自ら生きようとする力です。「こどもこそ未来」と提
唱され、「未来館」にある「認可保育園　こども芸術大学」の保育の創造が始まり
ます。不思議な感動、不思議な心に描かれる心象を、あるがままに思い描き、表現
し、伝え合い、喜び合い、認め合い、育ちあう保育園です。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
祝
辞
（
抜
粋
）

９
月
16
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

開
会
式
典
祝
辞

瓜
生
山
同
窓
会　
会
長　
冨
家
裕
久

　
（
略
）
芸
短
か
ら
数
え
る
と
も
も
う
少
し
遡
り
ま
す
が
、
造
形
大
が
誕
生

か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
約
20
年
の
同
窓
会
は
今
ま
で
は
「
黎
明
期
」
と
位

置
づ
け
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
の
期
間
で
し
た
、
拡
大
し
て
い
く
大
学
に

合
わ
せ
て
同
窓
会
も
絶
え
ず
状
況
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
大
学

の
価
値
と
は
、
そ
れ
は
卒
業
生
が
如
何
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
か
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
我
々
同
窓
生
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
活
動
こ
そ
が

大
学
の
価
値
に
つ
な
が
り
、
母
校
に
対
し
て
高
い
自
尊
心
を
持
て
る
と
考

え
ま
す
。
同
窓
会
会
員
は
、
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
仲
間
同
士
で
協
力
し

合
い
評
価
を
高
め
あ
え
る
こ
と
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
更
な
る
発
展
が
望
め

ま
す
。
こ
れ
か
ら
次
の
20
年
に
向
け
て
「
黎
明
期
」
を
脱
却
し
「
発
展
期
」

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
未
来
に
あ
る
「
成
熟
期
」
に
向

け
て
会
員
皆
様
の
人
的
協
力
、
運
営
の
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
す
。（
中
略
）

こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
新
た
に
人
と
の
繋
が
り
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
年
も
こ
う
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
大
学
で
会
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
も
横
の
繋
が
り
、
縦
の
繋
が
り
、
大
学
と
の
繋
が
り
、
を

続
け
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
い
、
い
ろ
ん
な
分
野
が
混
ざ
り
合
っ
た

学
科
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

け
ど
、
ま
だ
分
か
れ
て
い
た
頃
、
彫
刻
の

頃
で
面
白
か
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す

か
？ 

塚
本　

人
生
の
面
白
か
っ
た
こ
と
の
半
分
は
あ
の

４
年
間
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
じ
ゃ
な

い
。
毎
日
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
卒
業
し
て
、

ち
ょ
っ
と
病
ん
で
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す

け
ど
、
大
学
が
面
白
す
ぎ
た
。
答
え
て
い
っ

た
ら
き
り
が
な
い
く
ら
い
（
一
同
笑
） 

小
川　

正
直
に
言
っ
て
僕
も
大
学
時
代
面
白
か
っ

た
で
す
ね
。
好
き
勝
手
出
来
る
と
い
う
か
。

無
理
や
り
好
き
勝
手
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
ど
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
大
学
時
代
が
、

充
実
し
て
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
思
う
の
は
、

大
学
で
彫
刻
の
技
術
を
学
ん
だ
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
想
像
力
や
人
生
の
豊
か
さ
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
ね
。 

小
川　

今
後
の
目
標
や
展
開
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
基
本
的
に
の
び
の
び
で
や

り
た
く
て
。
最
近
、
興
味
が
あ
る
の
は
、

イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
生
地
で
オ
ブ

ジ
ェ
を
作
る
大
会
が
あ
る
ん
で
す
。
コ
ロ
ッ

セ
オ
と
か
作
っ
た
り
。
ア
ー
ト
界
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
こ
う
い
う
の
で
世
界
一
目
指
し

て
み
て
も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

思
っ
た
り
。 

あ
と
、
京
都
は
と
て
も
ア
ー
ト

が
盛
ん
な
場
所
で
す
け
ど
、
大
阪
は
そ
こ

ま
で
じ
ゃ
な
い
と
い
う
体
感
が
あ
っ
て
、

自
分
の
住
ん
で
る
周
り
は
、
ア
ー
ト
が
盛

ん
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。 

小
川　

塚
本
君
の
学
生
時
代
か
ら
彫
刻
同
窓
会
の

こ
と
、
自
身
の
ア
ー
ト
、
お
店
の
こ
と
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
伺
う
事

が
で
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
同
窓
会
っ

て
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
（
前
衛
的
）
な
方

向
に
持
っ
て
い
く
の
が
出
来
な
く
て
。 

菱
田　

立
ち
上
げ
か
らU

.S
.E.

展
に
関
わ
っ
て
い

る
柴
田
先
生
が
、「
最
初
は
仲
間
内
で
グ

ル
ー
プ
展
の
つ
も
り
が
、
ど
ん
ど
ん
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。」
と
言
わ
れ
て
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
意
図
し
て
展
覧
会
の
質

を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
正
直
な
と
こ
ろ
。 

塚
本　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
僕
と
し
て
は
、

ど
こ
か
の
野
外
展
の
コ
ン
ペ
み
た
い
な
展

覧
会
に
し
た
く
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、

誰
で
も
出
し
て
、「
俺
、
一
緒
に
展
示
さ
れ

る
の
無
理
や
わ
」
み
た
い
に
な
る
の
も
違

う
な
と
。
全
員
が
全
員
良
い
と
言
う
展
覧

会
は
難
し
い
。
そ
れ
は
ず
っ
と
悩
ん
で
ま

し
た
ね
。 

岸
田　

今
規
模
が
60
名
弱
ぐ
ら
い
で
す
か
？　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ロ
ニ
エ
を
全
館
貸
し
切
り

の
す
ご
い
規
模
で
、
私
は
第
４
回
か
ら
関

わ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
毎
回
レ
ベ
ル

も
上
が
っ
て
い
る
し
、
す
ご
い
大
所
帯
な

の
で
と
り
ま
と
め
て
い
く
の
は
大
変
だ
っ

た
ん
と
違
い
ま
す
か
？ 

塚
本　

そ
う
で
す
ね
。
前
職
は
あ
る
程
度
時
間
の

余
裕
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
難
し
い

で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ま
と
め

役
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
段
々
若
返
っ
て
、

コ
ー
ス
の
伝
統
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
れ
が
Ｏ
Ｂ
会
の
存
続
に
も
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

大
学
時
代
が
充
実
し
て
い
た
か
ら

____________________________________________________

小
川　

で
は
、
大
学
時
代
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
て
。
今
は
彫
刻
と
い
う
名
前
で
は

な
く
、
総
合
造
形
と
名
前
が
変
わ
っ
て
し

■
広
島
同
窓
会

　

日
程
：
３
月
16
日
（
土
）

　

◎
雲
が
流
れ
る
青
空
、
少
し
肌
寒
い
朝
。
今
回
の
同
窓
会
は
講
評
の
渡
部
先
生
も
含
め
、
総
勢
15
名
の
参
加
。
ま

ず
は
広
島
駅
北
に
あ
る
「
オ
コ
ス
タ
」
に
て
、
お
好
み
焼
き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
み
な
さ
ん
楽
し
く
、
美
味
し

く
焼
い
て
も
ら
え
た
よ
う
。
そ
し
て
、
宮
島
で
の
写
真
散
歩
に
向
か

う
。
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
ら
れ
た
よ
う
だ
。
様
々
な

ア
ン
グ
ル
、
思
い
で
撮
ら
れ
た
面
白
い
写
真
の
数
々
。
合
評
も
和
気

あ
い
あ
い
と
い
う
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
河
本
）

2019
年度
2019
年度

｢京都造形芸術大学附属高等学校｣、
｢認可保育園こども芸術大学」が2019年4月、誕生しました。

■
美
唄
支
部
事
業

　

日
程
：
８
月
25
日
（
土
）
〜
９
月
２
日
（
日
）　

Ｗ
Ｓ　
８
月
25
日
（
土
） 　

 

　

場
所
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
＆
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

　

講
師
：
中
山
博
喜
先
生
（
創
造
学
習
セ
ン
タ
ー
准
教
授
） 

　

◎
２
０
１
８
年
度
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
馬
で
の
開
催
。
中
山
先
生
よ
り
コ

ラ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
制
作
し
ま
し
た
。
中
山
先
生
の
授
業
を
受
け
た

卒
業
生
も
道
内
か
ら
参
加
さ
れ
、
再
会
に
歓
喜
〜
真
剣
に
制
作
〜
和

や
か
な
懇
親
会
と
、
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。（
佐
藤
）

■
京
造
ね
ぶ
た
：
同
窓
会
賞

　

日
程
：
９
月
12
日
（
水
） 　

 

　

◎
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
京
造
ね
ぶ
た
」
は
大
学
１
回
生
た
ち
が
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
瓜

生
山
同
窓
会
と
し
て
製
作
期
間
中
に
お
菓
子
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
行
い
激
励
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
を
中

心
に
多
く
の
作
品
が
学
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
も
の
丁
寧
に
作
り
こ
ん
だ
も
の

な
ど
良
い
作
品
も
多
か
っ
た
で
す
。
点
灯
式
後
の
授
賞
式
は
春
秋
座
に
て
行
い
今
年
は
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
、

同
窓
会
か
ら
も
同
窓
会
賞
を
出
し
同
窓
会
の
ア
ピ
ー
ル
及
び
１
回
生

へ
の
激
励
を
致
し
ま
し
た
。（
冨
家
）

9
2018年

月2
2019年

月

■
卒
展
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
程
：
２
月
17
日
（
日
）

　

場
所
：
京
都
造
形
芸
術
大
学　

学
生
食
堂

　

◎
本
年
度
も
８
０
０
０
０
㎡
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使
っ
た
卒
業
展
大
学
院
修
了

展
が
行
わ
れ
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
食
事
と
同
窓
会
賞
で
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
尾
池
学
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
冨
家
会
長
も
挨
拶
を
さ
れ
、
引
き
続
き

各
コ
ー
ス
の
受
賞
者
に
賞
状
と
賞
金
が
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
る
と
、
卒
業
生
た

ち
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
、
参
加
者
み
ん
な
で
祝
福
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
生
活
の
最
後
を
飾
る
に
相
応
し
い
素
晴

ら
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（
小
川
）
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京
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造
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芸
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大
学
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京
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芸
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学

瓜
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報

編
集
・
発
行
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瓜
生
山
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窓
会
事
務
局
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０
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２
７
１　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
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２‐
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１
６
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大
阪
、
生
野
区
。
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

同
居
し
た
店
が
あ
る
。 「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
・
カ
サ
デ
ィ

エ
ッ
ロ
」 

２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
。
本
格
的
な
薪
窯

で
ナ
ポ
リ
ス
タ
イ
ル
の
ピ
ッ
ツ
ア
を
焼
き
、
自
家
製
の

食
パ
ン
も
人
気
だ
。２
Ｆ
の
客
席
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

著
名
な
作
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
地
域
の
作
家
達
の
作

品
が
常
時
展
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
テ
レ
ビ
番

組
14
本
、
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
、
多
数
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

こ
の
お
店
を
経
営

す
る
の
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
彫
刻
コ
ー
ス
卒
業

（
四
期
生
）
の
塚
本
敬
次
さ
ん
。「
カ
サ
デ
ィ
エ
ッ
ロ
」

と
は
、
塚
本
さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
で
ピ
ッ
ツ
ア
の
修
行
時

代
に
師
匠
に
付
け
ら
れ
た
ア
ダ
名
が
由
来
。
ナ
ポ
リ
で

復
活
祭
の
時
に
食
べ
る
お
肉
や
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
パ
ン
の
名
前
と
の
こ
と
。 「
師
匠
に
よ
る
と
、

見
た
目
が
ガ
ッ
チ
リ
し
て
る
か
ら
、
肉
や
油
が
詰
ま
っ

た
ヤ
ツ
。
と
い
う
意
味
ら
し
い
で
す
ね
（
笑
）」
と
塚

本
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
語
る
。 

一
方
、
彼
は
２
０
０
８

年
か
ら
彫
刻
コ
ー
ス
の
独
自
の
同
窓
会
を
設
立
し

『U
ruyam

a.Sculptors.Exhibition

』、
通
称U

.S
.E.

と
い
う
彫
刻
同
窓
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
て

き
た
。彼
自
身
の
制
作
活
動
と
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

飲
食
店
経
営
と
い
う
、
一
見
繋
が
り
の
な
い
こ
れ
ら
を

結
び
つ
け
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
飲
食
店（
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
）を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
が
た
ど
り
着
い
た
ア
ー
ト
と
ピ
ッ
ツ
ア
の
間
に

は
ど
ん
な
関
係
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。 

聞
き
手
に
小
川

文
斎
氏
、
菱
田
太
郎
氏
、
岸
田
あ
ゆ
ち
氏
の
３
名
を
迎

え
て
、
学
生
時
代
の
想
い
出
か
ら
、
彫
刻
同
窓
会
に
つ

い
て
、
現
在
の
仕
事
や
ア
ー
ト
に
つ
い
て
様
々
な
体
験

談
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ピ
ッ
ツ
ァ

彫
刻

同
窓
会

塚
本
敬
次

彫
刻
４
期
生

20192019
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